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コ

健
康
福
祉
・
環
境
・
生
涯
学
習
・

情
報
先
端
都
市
白
石
を
目
指
し
て

　
平
成
十
二
年
度
二
月
市
議
会

定
例
会
が
、
二
月
十
七
日
か
ら

三
月
七
日
ま
で
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
案
は
、
各
種
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
十

二
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
当
初
予

算
な
ど
計
五
十
一
件
で
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
二
月
十
七

日
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
十
二

年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
施

政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

概
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第
四
次
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定

　
わ
が
国
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
、
政
治
・
経
済
・
行
政
す

　
　
　
　
　
　
　
へ
い
そ
く

べ
て
の
面
に
お
い
て
閉
塞
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
こ

こ
一
世
紀
の
問
、
日
本
を
支
え
て
き
た
社
会
シ
ス
テ
ム
が

機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
新
し
い
世
紀
に
向
け

て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
、
ま
だ
創
造
さ
れ
な
い
状
態
に
あ

る
た
め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
世

紀
は
物
の
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
い
く
時

代
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
ま

す
。　

そ
の
認
識
の
も
と
に
、
白
石
市
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

模
索
し
な
が
ら
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
年
を
歩
ん
で
ま
い
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
第
三
次
臼
石

市
総
合
計
画
「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
は
、
適
切
な
財
政
運

営
と
時
代
を
先
取
り
し
た
計
画
に
よ
っ
て
着
実
に
推
進
さ

れ
、
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

市
民
総
参
画
の
も
と
第
四
次
の
総
合
計
画
「
く
ら
し
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
H
」
を
策
定
し
、
市
民
の
二
ー

ズ
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ー

ト
狂
」
に
は
四
本
の
大
き
な
柱
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
第
一
は
、
福
祉
の
里
と
新
刈
田
綜
合
病
院
を
核
と
し
た

「
健
康
福
祉
都
市
白
石
」
、
第
二
は
、
国
際
的
な
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
や
環
境
基

本
条
例
を
現
実
の
も
の
と
す
る
「
環
境
都
市
白
石
」
、
第

三
は
、
キ
ュ
ー
ブ
や
碧
水
園
を
活
用
し
た
「
生
涯
学
習
都

市
白
石
」
、
そ
し
て
第
四
は
、
「
情
報
先
端
都
市
白
石
」
で

あ
り
ま
す
。

　
住
民
二
ー
ズ
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
集
約
す
る
白

石
市
の
手
法
は
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
建
設
省
の

季
刊
誌
「
公
共
建
築
」
の
中
の
総
論
を
東
大
の
大
森
教
授

と
と
も
に
、
私
も
執
筆
を
依
頼
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

自
治
省
の
事
例
報
告
に
も
住
民
参
加
の
例
と
し
て
、
白
石

2

〈
本
体
工
事
が
待
た
れ
る
刈
田
病
院
移
転
先
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岡
蔵
本
地
区
）

鵠

市
の
設
計
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
第
四
次
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
無
作
為
抽
出
、
郵
送
方
式
に

よ
る
市
民
意
識
調
査
を
二
度
に
わ
た
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
新
た
に
よ
り
き
め
細
か
な
市
民
二
ー
ズ
を
集
約
す

る
た
め
に
、
若
手
職
員
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
を
各
地
区
に
出

向
か
せ
、
市
内
各
層
の
ご
意
見
を
十
分
に
反
映
し
た
計
画

に
仕
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
は
行
政
改
革
の
推
進
、
地
方
分
権
、
介

護
保
険
制
度
な
ど
、
困
難
な
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
年

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
住
民
参
画
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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住
民
二
ー
ズ
を
集
約
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
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」

行
政
改
革
の
推
進

　
初
め
に
、
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
の
七
月
に
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権

一
括
法
が
制
定
さ
れ
、
本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
等
の
制
定
改
廃
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
、
制
度
改
正
に
伴
う
事
務
事
業
の
円
滑
、
か
つ
適
正
な

執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
、

今
後
市
町
村
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
が
増
す
こ
と
か

ら
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
施

策
を
図
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
行
政
改
革
大
綱
を
見
直
し
行
政
改
革
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
／
保
健
／
医
療

　
次
に
、
本
年
度
策
定
い
た
し
ま
す
第
四
次
白
石
市
総
合

計
画
の
中
で
最
大
の
柱
と
な
り
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

高
齢
化
社
会
で
最
も
重
要
な
も
の
が
福
祉
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
介
護
保
険
が
施
行
さ
れ
ま
す

が
、
高
齢
社
会
の
最
大
の
課
題
は
介
護
問
題
で
あ
り
、
二

十
］
世
紀
に
向
け
た
社
会
保
障
制
度
の
構
造
改
革
の
第
一

歩
で
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
福
祉
と
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
に
策
定
し
て
お
り
ま
す
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

お
よ
び
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
市
民
が

皆
で
支
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
認
定
を
受
け
た
要
介
護
者
に
対
し
、
画

一
的
で
は
な
く
、
多
様
で
効
率
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
自
治
体
と
比
し
て
比
較
的
財
政
運
営
が
順

調
で
あ
る
た
め
、
市
の
独
自
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
一
人
暮
し
や
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
自
立
者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
「
在
宅
高
齢
者
介
護

予
防
・
生
活
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
「
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や
「
自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
」
、

「
在
宅
老
人
短
期
入
所
事
業
」
、
「
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
ほ
か
、
す
べ
て
の
高
齢
者
、
障
害
者
が
利
用
で
き
る

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や
従
来
の
給
付
額
を
大
幅
に
拡

大
し
た
紙
お
む
つ
給
付
事
業
な
ど
総
合
的
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
十
一
年
度
事
業
と
し
て
、
こ
の
三
月
に

発
注
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
「
仮
称
　
福
祉
プ
ラ
ザ
」
は
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
有
し
、
障
害
者

と
健
常
者
が
自
由
に
交
流
し
、
在
宅
の
障
害
者
に
対
し
各

種
作
業
を
通
じ
て
の
機
能
訓
練
お
よ
び
障
害
者
の
生
活
能

力
向
上
を
図
る
た
め
の
各
種
相
談
業
務
な
ど
が
で
き
る
施

設
と
し
て
、
本
年
十
月
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
と
併
せ
た
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
在
宅
要
援
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ほ
う

高
齢
者
の
健
康
維
持
増
進
（
痴
呆
や
寝
た
き
り
の
予
防
を

含
む
）
や
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
歯
科
医
師
会
の

協
力
を
得
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
巡
回
歯
科
健
康
診
査
や
訪

問
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し

て
、
健
康
教
育
や
健
康
相
談
を
個
別
に
行
い
、
各
種
疾
病

の
重
症
化
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
到
来
し
て
い
る
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
保
健
・
福
祉
と

と
も
に
重
要
な
も
の
が
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療

で
あ
り
、
総
合
的
な
「
保
健
・
福
祉
・
医
療
」
の
一
体
化

が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
「
公
立

刈
田
綜
合
病
院
の
移
転
新
築
」
は
そ
の
中
核
と
な
る
施
設

で
あ
り
、
私
は
一
市
二
町
組
合
の
管
理
者
と
し
て
、
平
成

十
四
年
春
の
開
院
を
目
指
し
、
一
日
も
早
い
完
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
医
療
環
境
を
基
本
に
、

住
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
師
、

看
護
婦
な
ど
、
医
療
従
事
者
と
も
数
多
く
の
協
議
を
重
ね

て
実
施
設
計
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の
三
月
末
に
は
完
了

い
た
す
こ
と
か
ら
、
模
型
や
広
報
紙
、
あ
る
い
は
説
明
会

な
ど
で
市
民
に
詳
し
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は

実
施
設
計
を
も
と
に
本
体
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

環

境

　
次
に
、
二
番
目
に
大
き
な
柱
と
な
る
の
が
環
境
で
あ
り

ま
す
。

　
自
然
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
水
と
緑
を
守
る
た
め
の

「
環
境
基
本
計
画
」
の
施
策
を
進
め
る
中
で
、
環
境
問
題

に
は
地
球
規
模
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

理
念
の
も
と
、
公
共
施
設
の
環
境
管
理
が
徹
底
さ
れ
、
地

元
企
業
お
よ
び
市
民
の
環
境
保
護
に
対
す
る
認
識
の
向
上

に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
「
I
S
O
1
4
0
0
1
」
の

認
証
取
得
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
認
証
の
取
得
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ
を
取
得

し
、
市
職
員
の
環
境
に
対
す
る
自
覚
、
認
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
各
種
施
設
の
環
境
保
全
に
対
す
る
取
り

組
み
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
こ
れ
を
将
来
的
に
市
民
に
普
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
最
終
の
目
的
で
あ
り
、
「
自
石
ら
し

さ
」
の
環
境
方
針
を
設
定
し
な
が
ら
各
種
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
を
制
定
し
、
二
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
意
識
改
革

に
努
め
、
ご
み
散
乱
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
と
と
も
に
、
本
年
四
月
か
ら
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
完
全
施
行
に
伴
う
「
ご
み
分
別
と
出
し
方
」
の
周
知

を
図
り
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
の
中
で
、
建
設
省
に
「
水

辺
の
楽
校
」
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
、
白
石
川
蔵
本
堰
付
近
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
の
基
本
計
画
よ
り
規
模
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
魚
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道
の
改
修
と
燧
道
の
復
元
を
メ
イ
ン
に
、
本
年
三
月
よ
り

魚
道
改
修
工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

文

イヒ

　
三
番
目
の
柱
は
文
化
で
あ
り
ま
す
。

　
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
の
時
代
へ
と
、
そ
し
て

中
央
の
文
化
か
ら
地
域
文
化
の
時
代
へ
と
ゆ
っ
く
り
と
着

実
に
変
遷
し
て
い
る
今
日
、
二
十
一
世
紀
の
都
市
間
競
争

の
キ
ー
を
握
る
の
は
文
化
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
本
年

度
も
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
文

化
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
「
こ
ど
も
た
ち
へ

の
贈
り
物
」
と
題
し
、
地
元
の
子
供
た
ち
と
作
曲
家
に
よ

る
夢
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
今
年
で
三

年
目
を
迎
え
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
「
三
枝

成
彰
の
時
間
」
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

　
　
　
　
　
　
し
よ
う
へ
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聰
し
、
ホ
ー
ル
自
体
の
音
響
空
間
の

素
晴
ら
し
さ
を
十
二
分
に
生
か
し
た
演
奏
会
を
引
き
続
き

定
期
的
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団
な
ど
の
各
種
教
室

事
業
に
、
新
た
に
「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
少
年
少
女
合
唱

団
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ア
リ
ー
ナ
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
白
石
シ
リ

ー
ズ
」
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日

本
リ
ー
グ
の
男
子
］
部
リ
ー
グ
三
試
合
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

地
域
情
報
化
の
推
進

　
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
H
に
掲
げ
る
柱

の
効
率
的
、
効
果
的
な
推
進
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
、
四

番
目
の
柱
と
な
る
「
地
域
情
報
化
」
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
白
石
市

情
報
セ
ン
タ
ー
「
ア
テ
ネ
」
を
中
核
拠
点
と
し
て
、
昨
年

度
ま
で
に
十
一
の
公
共
施
設
と
全
小
中
学
校
が
接
続
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
自
治
省
の
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
の
支
援
を
受
け
て
、
接
続
拠
点
の
拡
充
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
系
職
業
能
力
開
発
の
総
合
的
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
、
来
春
開
校
予
定
の
（
仮
称
）
宮
城

県
立
県
南
高
等
技
術
専
門
校
や
、
十
四
年
春
に
移
転
開
業

さ
れ
る
新
公
立
刈
田
綜
合
病
院
と
の
接
続
連
携
の
在
り
方

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
た
め
の
基
本
デ
ー
タ
と
な
る
、
市
民
の
健
康
、
福
祉
に

関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
歴
史
的
史
料
な
ど
の
整
備
、
保
存
に
係
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
白
石
古
文

書
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
図
書
館
所
蔵
の

古
文
書
か
ら
取
り
組
み
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教

育

　
次
に
、
教
育
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
年
度
か
ら
三
力

年
の
文
部
省
委
託
事
業
と
し
て
、
へ
き
地
学
校
高
度
情
報

通
信
設
備
（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
活
用
方
法
研
究
開
発
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
市
の
学
校
と
へ
き
地
の
学
校
間
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
で
結
び
、
同
時
か
つ
、
双
方
向
の
共
同
授
業
の
研
究

開
発
事
業
の
た
め
、
十
年
度
に
白
石
第
二
小
学
校
、
深
谷

小
学
校
、
深
谷
小
学
校
三
住
分
校
に
導
入
し
て
お
り
、
最

終
年
度
に
あ
た
る
本
年
度
は
こ
れ
ら
成
果
の
研
究
発
表
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
の

拡
充
を
図
り
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
対
応
し
た
学

校
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
教
育
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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都
市
基
盤
の
整
備

　
次
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
る
う
え
で
、
ま
た
、
安
全

で
快
適
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る

の
が
、
土
地
分
類
細
部
調
査
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
け

る
土
地
利
用
の
現
況
、
地
形
や
表
層
地
質
、
災
害
の
履
歴

な
ど
を
詳
細
に
調
べ
、
そ
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
、

国
土
庁
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
今
年
度
を
初
年
度
と
し

て
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
咋
年
よ
り
「
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
本
市
と
蔵

王
町
、
七
ヶ
宿
町
が
広
域
的
な
連
携
の
も
と
に
進
め
て
お

り
ま
す
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
と
各
地
域
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
、
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
県
道
南
蔵
王
白
石
線
、
白
石

大
橋
交
差
点
か
ら
国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
約
千
メ
ー

ト
ル
に
つ
い
て
は
、
蔵
本
改
良
事
業
と
し
て
、
今
年
工
事

に
着
手
さ
れ
、
平
成
十
三
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
「
八
幡
町
兎
作
線
」
は
、
昨
年

度
を
も
っ
て
補
助
事
業
区
間
の
用
地
買
収
が
ほ
ぽ
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
片
倉
工
業
か
ら
市

道
中
央
通
り
線
ま
で
の
百
五
十
七
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
市

道
中
央
通
り
線
の
右
折
レ
ー
ン
ニ
百
十
八
メ
ー
ト
ル
を
整

備
い
た
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
「
中
河
原
白
石
沖
線
」
に
つ
い
て
も
、

国
道
一
一
三
号
か
ら
新
国
道
二
三
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

延
伸
区
間
、
百
三
十
一
メ
ー
ト
ル
の
建
物
補
償
と
用
地
買

収
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
次
に
、
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
で
最
も

重
要
な
も
の
が
、
農
業
の
情
報
化
で
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
内
に
お
け
る
濃
密
な
気
象
情
報
と
各

農
家
と
関
係
指
導
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
事
業
は
、
市
内
数
カ
所
に
気

象
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
を
設
置
し
て
定
点
観
測
を
行
い
、
こ
れ

ら
デ
ー
タ
を
も
と
に
随
時
、
市
内
一
キ
ロ
範
囲
内
で
の
天

気
予
報
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
関
係
指
導
機

関
の
営
農
指
導
情
報
な
ど
を
リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
補
助
採
択
に
向

け
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
良
質
米
の
生
産
を
は
じ
め
と
し

て
、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
伝
統
的
地
場
産
品
、
収
益
性

の
高
い
果
樹
、
花
き
、
野
菜
、
さ
ら
に
は
畜
産
関
係
な
ど
、

積
極
的
な
振
興
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
料
の
自
給
率
向
上
、
持
続
的
営
農
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
昨
年
「
食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す
る
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
基
づ
き
制

度
化
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利
農
地
に
対
す
る

直
接
支
払
い
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
咋
年
よ
り
事
務
調

査
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
よ
り
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
米
の
生
産
調
整
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、

「
そ
ば
」
、
「
せ
り
」
な
ど
、
地
域
に
合
っ
た
作
物
の
作
付

誘
導
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
柿
の
里
構
想
に
お
い
て
「
柿
植
栽
」
の
団
地
化

を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市
内
製
造
業

者
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
既
に
柿
を
原
料
と
し
た
新
商
品

の
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
商
品
開
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映嫌作成送出

コンピュータ
‘膏声合成装置1

／

「
気
象
情
報
農
業
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
」

〈
若
手
業
者
支
援
育
成
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

　
「
G
O
G
O
サ
ン
タ
・
セ
ー
ル
」
（
H
1
1
・
1
2
・
2
3
）

一＝

わ
せ
て
二
百
五
十
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
係
る
水
路
お
よ

び
溜
池
改
修
事
業
に
着
手
し
、
早
期
に
完
成
さ
せ
、
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
と
水
害
の
な
い
環
境
整
備
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
業
／
工
業
／
観
光

　
次
に
、
商
工
業
で
あ
り
ま
す
が
、
既
存
の
大
鷹
沢
地
区

農
工
団
地
の
拡
張
を
図
り
、
魅
力
あ
る
就
業
機
会
を
創
出

し
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
商
業
お
よ
び
観
光
の
立
場
か
ら
白
石
の
活
性
化

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
特

に
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
跡
地
利
用
も
考
慮
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
活
性
化
策
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
若
手
商
業
経
営
者
な
ど
を
中
心
と
し
た

市
街
地
活
性
化
事
業
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
内
容

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
年
度
、
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
若
手
商
業
者
グ
ル
ー
プ
が
行
う

商
店
街
活
性
化
に
即
効
性
の
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
対
し

て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
株
式
会
社
日

東
ラ
イ
フ
か
ら
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
み
や
ぎ
蔵
王
白
石

ス
キ
ー
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス
キ
ー
利
用
者
な
ど
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
最

も
有
利
な
起
債
で
あ
る
辺
地
債
を
受
け
な
が
ら
、
本
年
、

利
用
者
の
二
ー
ズ
に
合
っ
た
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
設
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
元
住
民
の
冬
期
間
の
雇
用

確
保
を
図
り
な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

産
廃
処
分
場
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回

　
以
上
、
平
成
十
二
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
小
原
上
戸

沢
産
廃
処
分
場
計
画
間
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
三
月
の
仙
台
高
等
裁
判
所
の
控
訴
審
判
決
に
よ
り

実
質
敗
れ
た
宮
城
県
が
、
計
画
事
業
者
の
産
廃
処
分
場
設

置
許
可
申
請
書
を
受
理
し
て
お
り
ま
す
が
、
提
出
さ
れ
た

申
請
書
が
不
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
宮
城
県
が
補
正
を
指
導

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
計
画
事
業
者
は
本
年
五
月

末
ま
で
に
補
正
を
申
し
出
て
お
り
、
本
年
は
具
体
的
な
動

向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
計
画
地
が
自
石
市
民
の
み
な
ら
ず
、

百
九
十
三
万
宮
城
県
民
の
貴
重
な
水
源
地
で
あ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
水
質
汚
染
の
不
安
が
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民
、
議
会
、
行
政
が
］

体
と
な
り
、
上
戸
沢
地
区
へ
の
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
が

白
紙
撤
回
さ
れ
る
ま
で
、
粘
り
強
い
運
動
を
継
続
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
年
度
は
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト

ー
」
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
市

民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満

ち
た
白
石
市
建
設
の
た
め
に
、
全
力
投
球
で
市
政
を
執
行

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
議
員
諸
賢
な
ら
び
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と

い
た
し
ま
す
。

『
マ
、

　
　
　
直
　
歩

『
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レ
市
民
の
た
め
の
市
民
に
よ
る
ス
キ
ー
場
と
し
て
再
出
発
し
た

　
「
白
石
ス
キ
i
場
一



国庫支出金

　761，239

　5．3％

　市債
1，033，500

　7．3％

⑫14238・809鞘
　　　　　　　その他　　県支出金
　　　　　　1，150，058
　　403・241　　8．1％
諸収入　　2，8％　　　　　　　　　　　　　　（単位＝千円）

707，256

　5．0％

地方交付税
4，600，000

　32．3％

　繰入金
1，611，619

　11．3％

　市税
3，971β96

　27．9％

轡14238，8・9干円
　　農林水産業費　　　　　　議会費

　　　523，125消防費　　220・954　1・6％

商工費

868，312
　6．1％

　＼、

教育費
1，352，647　　9、5％

3・7％391，676

　　2．8％

　衛生費
1，059，520

　7．4％

　　　　　　通常の元利償還分その他
　　　　　　1β47，99598，550　　0．7％

　　　　　　13．O％

土木費
2，117，387

14．9％

公債費　　二．！！

21940β35’2α6％

　　　　総務費
　　　　2，454，896
　　　　17．2％民生費
2，211，507

15．5％

繰上償還分
1，092，240

7．6％

（単位＝千円）

　市の一般会計当初予算の総額は、約142億円となりました。

　歳入（収入）のうち、一番大きいのは国からもらえる地方交付税
で46億円、全体の32．3％となります。

　次は、皆さんに納めていただく市税で約40億円、全体の27．9％で
す。

　市民の皆さんのために行う事業の予算を歳出（支出）といいます。

　今年の4月から介護保険がスタートしますが、白石市では、介護

サービスを受けるための介護認定からもれて困っている人たち（自

立者）などのために、市独自のいろいろな福祉施策を行います。こ

れが12年度の一番大きな特徴です。

　例えば、生きがいデイサービス、自立者支援ホームヘルプサービ

ス、自立者支援ショートステイ、配食サービス、ねたきり老人等紙

おむつ給付、在宅ねたきり老人等介護手当支給、高齢者無料バス助

成などです。他の市町村では行わない福祉サービスができるのは、

白石市の財政が比較的順調だからです。

　次は繰上償還です。市が必ず支払わなければならない借入金の返

済は、18億5千万円で予算の13．0％程度です。しかし、将来、私た

ちの子供や孫に負担をかけさせないために、まだ返さなくていい分

についてもどんどん返しています。これが繰上償還です。それが今

年は10億9千万円ほどになっています。

　7年度からこのように返していますから、今年の繰上償還で、古

典芸能伝承の館、スパッシュランド、白石城の借入金はすべて返し
終わります。

　ホワイトキューブについても、8年度までに63億5千万円ほど
借りましたが、予定では13年度に10億円ほどを繰上償還しますと、

13年度末には35億円ほどになり、いつでも全部返せます。

　歳出予算の主な事業は次のとおりです。

●白石三本木線、白角線、大張線生

　活路線バス運行委託および市民タ

　クシーの運行経費に1，580万1千円

●総合計画の策定委託に500万円

●国際交流員の設置など国際交流事

　業に1，440万6千円

●スパッシュランド、古典芸能伝承

　の館、自石城などの管理運営や周

　辺整備に2億902万7千円

●イベントおよび管理運営などホワ

　イトキューブ関係費に2億949万

　3千円

●アテネ（情報センター）の管理運

　営に7，452万4千円

●いきいきプラザの管理運営に
　1，109万2千円

●シルバー人材センターの運営費補

　助に1，157万1千円

●福祉タクシー利用助成、身体障害

　者の施設措置、デイサービス、ホ

　ームヘルプサービス事業など身体

　障害者福祉費に1億4，015万1千円

●心身障害者通所、知的障害者の地

　域生活援助、福祉施設措置事業な

　ど知的障害者福祉費に2億6，816

　万4千円
●生きがいデイサービス、自立者支

　援ホームヘルプサービス、自立者

　支援ショートステイ、ねたきり老

　人等紙おむつ給付、在宅ねたきり

　老人等介護手当支給、高齢者無料

　バス助成、配食サービス事業など

　長寿福祉費に1億7，435万4千円

●老人福祉センターおよび総合福祉

　センターの管理運営に4，992万3

　干円

●児童手当、重度障害児（者）日常

　生活用具給付、心身障害児（者）

　ホームヘルプサービス事業など児

　童措置費に1億3，670万1千円

●保育園、児童館の管理運営に5億

　5，453万6千円

●ひこうせん（心身障害児通園施設）

　の管理運営に1，298万9千円

●子育て支援センターの管理運営に

　1，266万円

9

年度予算

⑱1へ2卿・9干円

　　　　　　　　　（単位＝千円）

人件費
3，178，904　　（22、3％）

公債費
　　　通常の元利償還分　1，847，995　（130％）
2，940，235

（20，6％）””””一””””一一一”制一一一早
　　　繰上償還分　　　　1，092，240　（7．6％）

物件費
2，063，756　　（14，5％）

投資的経費
　　　1，848，411　（13，0％）

繰出金　1，436，404　（10．1％）

補助費等1，326，413　（9．3％）

扶助費　　719，840　（5．1％）

その他　　　724，846　（5．1％）

●患者輸送車の運行委託に320万円

●健康診査、がん検診、骨粗しょう

　症検診、予防接種業務委託など予

　防費に1億8，147万5千円

●リサイクル運動の報償金、合併処

　理浄化槽の設置補助など生活環境

　費に1億4，090万円

●精神障害者小規模作業所の管理運

　営に488万5千円

●I　S　O14001認証の取得経費

　に377万円

●勤労青少年ホーム、働く婦人の家、

　勤労者体育センターの管理運営に

　5，083万3千円

●緊急雇用特別対策事業に1，469万

　3千円

●市民農園関係費、農業祭の負担金

　など農業振興事業に1，203万5千円

●畜産振興事業に199万1千円

●農道、用水路、溜池などの農業施

　設整備事業に9，166万3千円

●水田営農活性化対策、地域農業整

　備事業に1，889万5千円

●農村総合整備モデル、かんがい排

　水事業に3，388万2千円

●松くい虫防除、公団造林受託、市

　行造林、林道整備など林業費に

　8，914万9千円

●中心市街地活性化基本計画策定、

　全日本こけしコンクール負担金、

　臼石商店街活性化対策助成、中小

　企業振興資金融資信用保証および

　利子補給、中小企業経営資金の円

　滑化を図るための貸付金など商工

　業振興費に4億7，174万円

●観光協会や春まつり、夏まつりへ

　の補助および観光振興対策助成な

　ど観光費に2，767万6千円

●温麺の館、弥治郎こけし村の管理

　運営に1，052万5千円

●白石スキー場の整備に3億1，105

　万1千円

●寿山線等市道の改良、舗装、側溝

　整備など道路橋梁整備費として4

　億4，038万6千円

●自石駅東西連絡自由通路の基本計

　画委託に1，750万円

●スパッシュランドパーク整備事業

　に2億723万3千円

●中河原白石沖線街路事業に3億
　1，084万円

●八幡町兎作線街路事業に1億
　9，273万円

●非常備消防、小型動力ポンプ積載

　車等整備、地域衛星通信ネットワ

　ーク負担金など消防費に3億

　9，167万6千円

●スパッシュランドの利用助成に

　166万5千円

●小中学校コンピュータ等の借上に

　5，145万7千円

●深谷小体育館用屋外トイレ設置、

　F　F暖房機設置など小中学校の整

　備に2，520万円

●刈田綜合病院分校（白二小、白中）

　建設事業に2，364万8千円

●小中学校生徒指導対策、特色ある

　学校づくり事業に205万円

●スクールバスの運行業務委託に

　480万円

●外国人による中学校語学指導事業

　に1，169万1千円

●幼稚園の管理運営に1億1，467万

　4千円

●公民館、図書館、青少年相談セン

　ターの管理運営に1億7，938万4

　千円

●学校給食センターの管理運営に3

　億5，190万2千円

特別会計
◆国民健康保険特別会計

　27億2，259万2千円

　（対前年比　1億8，279万5千円増）

◆下水道事業特別会計

　20億2，796万3千円

　（対前年比　2，701万円減）

◆地方卸売市場事業特別会計

　747万1千円

　（対前年比　102万9千円減）

◆老人保健特別会計

　43億3，062万9千円

　（対前年比　2億9，735万7千円増）

◆農業集落排水事業特別会計

　4，379万9千円

　（対前年比　1億1，128万5千円減）

◆介護保険特別会計

　16億1，615万1千円

　（平成12年度から新設）

◆水道事業会計

　収益的収入　11億175万1千円

収益的支出

資本的収入

資本的支出

10億3，298万円

2，537万5千円

2億2，045万4千円

8
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こ
と
は
後
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、
産
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「
東
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
か
け
て
い
る
の
だ

の
郵
政
」
と
い
う
東
北
郵
政
局
広
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
郵
便
局
か
ら
一
力

報
室
が
出
し
て
い
る
雑
誌
の
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
月
三
十
枚
の
葉
書
を
渡

号
が
入
っ
て
塞
　
　
　
　
　
　
一
　
■
さ
れ
て
、
そ
れ
を
消
化

パ
ラ
パ
ラ
と
ぺ
ー
ジ
を
め
く
っ
　
　
　
の
ト
　

」
す
る
の
に
了
了
一
一
一
一
口

七
千
枚
近
く
な
っ
て
い
る
。
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
酋
郵
便
局
の
ボ
ラ
ン
テ

　
こ
れ
は
、
前
号
で
述
べ
た
私
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
カ
ミ
さ
ん
に
任

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
の
一
人
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
て
い
る
と
本
人
が
言

伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏
の
友
人
で
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
う
せ
つ

る
竹
内
廣
さ
ん
の
造
語
で
あ
る
。
さ
す
が
に
剰
窃
を
　
　
申
し
込
ん
だ
奥
さ
ん
の
手
柄
で
し
ょ
う
。
何
も
本
人

非
難
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
か
、
「
私
の
友
達
に
は
、
　
が
威
張
る
こ
と
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
を

言
う
な
ら
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
の
主
旨
に
賛
成

し
、
最
も
熱
心
に
こ
れ
を
進
め
て
い
る
東
北
の
首
長

が
白
石
市
長
だ
と
い
う
こ
と
を
、
お
前
さ
ん
は
知
ら

な
い
の
か
。
人
の
留
守
に
白
石
に
来
て
、
言
い
た
い

放
題
を
言
っ
て
帰
る
の
も
い
い
が
、
た
ま
に
は
褒
め

て
み
ろ
と
言
い
た
い
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏

が
郵
便
局
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
毎
日
せ
っ
せ
と
手
紙
を
書
き
、
あ
る
い
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
貯
金
の
第
一
号
。
そ
の
原
点
は
、
彼
の
父

親
が
弘
前
の
堅
田
と
い
う
特
定
郵
便
局
の
局
長
だ
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
ら
し
い
。

　
閑
話
休
題
。
宮
野
正
廣
さ
ん
は
絵
手
紙
の
大
家
で

あ
る
。
私
の
家
内
は
彼
の
フ
ァ
ン
で
、
私
の
と
こ
ろ

に
き
た
絵
手
紙
は
す
べ
て
取
っ
て
お
き
、
も
っ
と
年

を
取
っ
て
暇
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
を
手
本
に
し
て
学

ぽ
う
、
自
分
も
絵
手
紙
を
書
こ
う
と
言
っ
て
い
る
。

果
た
し
て
書
け
る
も
の
か
ど
う
か
疑
間
だ
が
、
意
欲

だ
け
は
買
っ
て
や
り
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
寒
大
根
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
経
緯

だ
が
、
二
月
二
十
五
日
の
宮
野
さ
ん
の
便
り
に
、

「
寒
大
根
（
肉
な
べ
に
あ
い
ま
す
）
　
雪
多
い
今
年

の
冬
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

「
寒
大
根
と
は
こ
ち
ら
で
言
う
凍
み
大
根
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
冬
の
保
存
材
料
と
し
て
、
凍
み
大
根

は
お
煮
染
め
な
ど
に
よ
く
使
い
ま
す
。
」
と
言
っ
て

や
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
返
事
が
来
て
、
「
寒
大
根

の
こ
と
別
便
に
い
た
し
ま
す
。
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
三
月
八
日
に
お
送
り
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
。

　
小
包
の
中
に
入
っ
て
い
た
便
り
に
は
、
「
寒
（
干
）

大
根
送
り
ま
す
。
お
湯
で
も
ど
し
、
し
ぽ
っ
た
後
、

小
さ
め
に
切
り
、
お
つ
ゆ
、
肉
汁
（
馬
、
熊
、
鹿
）

な
ど
に
合
い
ま
す
。
栄
養
価
の
ほ
ど
は
不
明
で
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ
そ
し
ょ
う

ざ
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
に
見
せ
た
ら
、
骨
粗
懸

症
の
よ
う
：
・
と
。
」
書
い
て
あ
っ
た
。
作
り
方

は
、
「
大
根
を
煮
て
、
水
に
二
～
三
日
入
れ
た
後
、

陰
干
し
に
し
て
出
来
上
が
り
で
す
。
」
と
あ
る
。

　
何
と
返
事
を
出
そ
う
か
。
「
馬
や
熊
や
鹿
の
肉
汁

に
合
う
そ
う
で
す
が
、
あ
い
に
く
こ
ち
ら
で
は
手

に
入
り
ま
せ
ん
。
熊
は
な
ん
と
か
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
馬
と
鹿
の
肉
を
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ
ん

に
お
願
い
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
書
い
た
ら
、

怒
ら
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
と
は
楽
し
い

も
の
で
あ
る
．
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みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

快適な作業所に

』．窟
　　　　鍔一．

　2月22日、白石ライオンズクラブ

（風問文静会長）が、白石市福祉作

業所「やまぶき園」に事務用机など

の備品を寄贈しました。

寄贈されたのは、机のほか冷蔵庫、

テレビ、収納台車などの備品40万円

相当で、クラブの例会の席上、風問

会長から園生代表に贈呈目録が手渡

されました。

やまぶき園は、旧南保育園跡地に

今年10月オープン予定の「（仮称）福

祉プラザ」の中に移転することにな

っており、新しくなる園でこれらの

備品を利用することにしています。

清掃作業で汗流す

少年野球やサッカー、空手などの

チームで構成される白石市スポーツ

少年団本部が3月5日、白石川緑地

公園に集まり、周囲を一斉に清掃す

る奉仕活動を行いました。

麗“『

　　』罪　　　　．，び、　　騒

　　　　　　　　　亟、獅

　　　　　そぜ　　　　む　
｝『了■累　諦　．　　　　蜷．

舅’　に醗軽　　　　噛

毎年スポーツシーズンを前に行わ

れているこの清掃作業も今回で9回

目。参加した16団体の小学生や父母

など約200人が、1時問にわたってた

ばこの吸い殻や空き缶などのごみを

拾い集めました。

，
・
㎜
馴
“

　　
　
　
■

　
・
　
‘

　
，
一
シ
』

　
臼

　

　
　
　
栖 　　だド蕉・＾戸　一噸、

。匡
7臨

雪
　　

．
｝

認
癌

、
‘
｛
曽

罵
ー
ン

ー
窟

孤
亨
一

F
卿

▲観客と一緒に「白石子守歌」を歌う
出演者（キューブ）

かわいらしい歌声に拍手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
－

　
　
　
　
　
『
｝
呼
、
司

　
　
　
　
　
　
、
て
　
　
　
『
ヤ
　
バ
．
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
　
　
　
　
　
　
　
’

》
お
年
寄
り
と
握
手
し
な
が
ら
歌
う

　
奈
津
美
さ
ん
（
え
ん
じ
ゅ
）

N
亀

屡野

一州1し

愚
竃
．

　　　　　みんなで創った芸術祭

中央公民館で2月20日、仙南に住

む青年の芸術文化振興を目的とした

「仙南青年文化祭」が開催され、各

市町の公民館のサークルなどで製作

された絵画などの作品が展示されま

した。また、ステージ発表には、演

劇、創作太鼓などの14団体が参加。

白石からは勤労青少年ホームのフラ

メンコサークル「プリマベーラ」と

「日本舞踊講座」の皆さんが出場し、

華麗な演技を披露しました。

キューブで3月12日、神奈川県海

老名市との姉妹都市締結5周年を記

念し、海老名市から兄妹バンドを招

いて親善コンサートが開かれました。

兄妹バンドは、中学1年高橋龍太

郎さんと妹の小学4年奈津美さんの

「なっちゃんブラザーズ」。龍太郎さ

んのシンセサイザーの演奏に合わせ

て、奈津美さんがかわいらしい歌声

でオリジナルソングなどを披露した

ほか、出演者や会場のみんなと一緒

に「白石子守歌」を歌いました。

また、二人はコンサート前日に特

別養護老人ホーム「えんじゅ」を慰

問し、入所者など約70名のお年寄り

に童謡などをプレゼントしました。

祖父母と一緒にお祝い

灘
『菖

　　　・皇㌧、男
循F．俘　齢癌、一

裂

7㌣

白川保育園で3月3日、園児の祖

父母を招待して「ひなまつり会」が

行われました。

手作りのひな人形が飾られたホー

ルで子供たちは、祖父母たちと一緒

に歌を歌ったり、踊ったりしてひな

まつりを祝いました。その後、園へ

の送迎などでいつもお世話になって

いるおじいちゃん、おばあちゃんへ、

感謝の気持ちを込めて作ったひな人

形の色紙をプレゼントしました。

前向きな姿勢が大切

　3月10日～12日、第19回公民館ま

つりが中央公民館で開かれ、コーラ

ス、舞踊などの発表が行われたほか、

公民館を利用している28団体の陶芸

や書道などの作品が展示され、大勢

の市民でにぎわいました。

11日の文化講演会では、テレビな

どでも活躍している講談師の神田紅

さんが「歴史に見る女性の生き方」

と題して熱弁。その中で神田さんは、

どんなに大変なときでも、常に前向

きな姿勢が大切であることなどをユ

ーモアたっぷりに話されました。

庭木の手入れはまかせて！

　3月15日、初心者を対象とした植

木勇定講習会がいきいきプラザで行

われました。講師を務めたのは、自

石市シルバー人材センター植木勇定

班の大槻宣昭さんと梅山安美さんで、

参加した20名は肥料のやり方、手入

れ用具の使い方などの話を熱心に聞

きました。このあと、白石森林管理

センターに移動して実技講習が行わ

れ、参加者は講師のアドバイスを受

けながら、マツやキンモクセイの樹

形を整えました。
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市
民
文
芸
胤
灘
雄
鞭
鞭
購
印
馨
刀
篠

高
橋
辰
男
選

「
今
日
も
又
車
椅
子
さ
ん
頼
み
ま
す
」
足
病
む
妻
の

朝
の
挨
拶
　
　
　

高
野
伝

職
退
き
て
子
等
帰
る
ま
で
老
い
二
人
僅
か
の
田
畑
作

り
て
居
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

春
近
し
手
作
り
リ
ュ
ッ
ク
背
に
負
い
て
い
ず
く
に
行

か
ん
友
と
連
れ
立
ち
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

万
蔵
稲
荷
の
鳥
居
の
そ
ば
の
岩
清
水
飲
む
人
の
無
く

泥
に
埋
も
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
平
間
　
久
子

風
邪
に
臥
す
吾
が
枕
辺
に
老
夫
は
ね
ぎ
雑
炊
を
作
り

く
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

亡
き
友
の
形
見
に
な
り
し
春
蘭
を
陽
ざ
し
の
窓
に
い

た
わ
り
置
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

め
く

孫
愛
し
今
宵
ひ
と
夜
を
添
寝
す
る
は
し
ゃ
ぎ
居
り
し

が
静
か
に
寝
入
る
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

不
慮
の
怪
我
老
躯
転
倒
腰
打
ち
ぬ
痛
み
に
耐
え
て
通

院
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

生
き
て
い
る
証
の
歌
と
言
ひ
し
友
逝
き
て
五
年
の
歳

月
流
る
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
良
子

漸
く
に
歯
医
者
通
い
を
終
り
た
る
孫
は
音
た
て
せ
ん

べ
い
を
食
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

圏
一
首
目
。
今
日
も
明
る
く
前
向
き
に
生
き
よ
う

と
す
る
気
持
ち
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
あ
い
さ
つ

に
こ
も
っ
て
い
る
。
二
首
目
。
田
畑
を
守
ろ
う
と
す

る
切
な
い
思
い
。
こ
う
い
う
境
遇
の
農
家
が
今
多
い

の
で
は
な
い
か
。
三
首
目
。
手
作
り
の
リ
ュ
ッ
ク
も

遊
び
に
出
か
け
る
春
の
到
来
を
待
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
よ
み
か
え

寒
明
け
し
野
に
水
の
音
蘇
る
　
　
　
　
日
下
　
　
文

雨
音
の
降
る
と
も
な
し
や
早
春
譜
　
　
佐
藤
　
周
子

湯
の
宿
の
並
ぶ
河
岸
猫
柳
　
　
　
　
　
岩
澤
　
伍
峯

熱
き
茶
の
持
て
な
し
嬉
し
梅
見
茶
屋
　
高
橋
　
正
男

懐
か
し
き
友
に
会
い
け
り
冬
椿
　
　
　
大
庭
　
良
子

寒
椿
垣
根
を
越
え
て
落
ち
に
け
り
　
　
遠
藤
　
忠
臣

思
は
ざ
る
長
居
を
し
た
る
春
炬
燵
　
　
川
村
　
静
恵

風
が
ふ
き
麦
畑
に
も
波
が
打
2
深
谷
小
）
佐
藤
　
真
純

國
一
句
目
。
不
況
と
リ
ス
ト
ラ
で
職
を
失
っ
た

方
々
が
、
職
を
求
め
て
職
業
安
定
所
に
並
ぶ
寂
し
い

情
景
。
景
気
が
一
日
も
早
く
良
く
な
る
こ
と
を
願
う
。

二
句
目
。
啓
蟄
は
三
月
の
五
日
ご
ろ
で
、
虫
な
ど
が

冬
眠
よ
り
覚
め
て
春
め
く
地
上
に
出
る
こ
ろ
を
い

う
。
ア
リ
の
歩
み
も
緩
や
か
に
な
る
。
三
句
目
。
長

か
っ
た
冬
も
終
わ
り
春
が
来
た
喜
び
の
句
。

職
安
に
惇
み
し
顔
並
び
を
り

け
い
ち
つ

啓
蟄
の
蟻
の
歩
み
の
ゆ
る
や
か
に

遠
藤
秋
尾
選

山
家
弘
子

三
浦
愛
嶺

近
江
孫
太
郎
選

時
は
春
少
女
の
羽
化
は
始
ま
り
ぬ

人
生
に
折
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
機
が
あ
る

一
条
は
る
志

草
野
　
清

か
け
ら
れ
た
重
さ
に
逃
げ
る
青
い
鳥
　
片
岡
　
亀
男

原
点
で
仰
ぐ
ト
ン
ビ
の
円
舞
曲
　
　
　
芝
　
玄
太
郎

い
さ
か
い
も
夫
婦
絆
の
潤
活
油
　
　
　
一
條
　
芳
子

頑
固
さ
に
い
つ
も
孤
独
が
つ
き
ま
と
い
　
佐
藤
　
武
雄

本
音
を
ば
喉
で
押
さ
え
る
老
い
の
才
　
大
沼
　
妙
子

点
滴
の
し
ず
く
に
命
よ
み
が
え
る
　
　
米
沢
　
礼
子

た
だ
走
る
だ
け
に
生
ま
れ
る
競
争
馬
　
小
野
嘉
津
子

人
生
は
浮
き
つ
沈
み
つ
ま
ま
な
ら
ぬ
　
鈴
木
　
希
市

囲
一
句
目
。
春
は
四
季
の
う
ち
最
も
希
望
と
躍
動
の
季

節
。
簡
潔
な
一
文
の
中
に
人
問
の
機
微
を
よ
く
と
ら
え
た
作

句
技
法
が
光
る
。
秀
句
。
二
句
目
。
主
義
主
張
の
貫
徹
も
結

構
だ
が
円
満
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
妥
協
す
る
こ
と
も
必

要
と
説
く
。
佳
句
。
三
句
目
。
多
く
の
人
間
は
青
い
鳥
（
幸

福
）
を
求
め
て
狂
奔
す
る
が
、
負
担
に
耐
え
か
ね
て
逃
げ
回

る
青
い
鳥
こ
そ
い
い
迷
惑
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作
品
。
佳
句
。

※
こ
の
号
限
り
で
選
者
の
任
を
解
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
五
年
間
の
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
孫
太
郎

柳
壇
選
者
は
交
替
し
て
、
五
月
号
か
ら
白
柳
会
の

山
田
風
流
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
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コーヒーブレーク⑯完

花菱縫製（株）白石工場

　　　佐藤宏美さん（斎川｝21歳

　　　　　　　　，ギ
　　　　＿ノ

り仕事について

　事務として入社して4年目になります。

　入社当時に比べたら少しは成長したかな？とは

思いますが、まだまだ未熟なので、いろいろなこ

とを学んでいきたいです。

》夢や目標

　仕事が一人前にできるように頑張りたいです。

》理想のタイプ

　面自くて優しい人。笑顔が素敵な人。

》その他一言どうぞ

　年2回、工場セールを開催しています。どうぞ

足を運んでみてください。

こもんじょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

古文書（古し、書き付け、記録など）は

ありませんか？

　自石には、木村家文書（上戸沢検断）や渋谷家

文書（片倉家家中）、また、最近では図書館から発

見された武藤家（片倉家家中）の文書など、藩政

時代の貴重な古文書が残されております。

　現在図書館では、白石古文書研究会（代表1中橋

彰吾氏）により古文書の解読、目録作りなどの作業

が進められており、情報センター「アテネ」との共

同事業で、歴史データベース構築の一環として、古

文書のデジタル化の準備が進められています。

　そこで、広報しろいしにおいても、5月号から

白石の古文書について、写真や分かりやすい解説

などを添えながら紹介していくことにしました。

　皆さんのご家庭で秘蔵の古文書はありません

か？古文書ではないかと思われる史料などがあり

ましたら、社会教育課文化財係（宙22－1343）ま

たは図書館（薗26－3004）までご連絡いただきます

ようお願いいたします。

の碗び尋ん聾轡
　　　監轡大F暑久男さん

クζ岬瞭轍亟＞ミ

　越河少年野球クラブは、白石市の南端、

全校120名に満たない越河小学校の4～

6年生の児童11名で構成されています。

やはり当クラブでも人数不足が深刻です

が、みんな持ち前の明るさと元気、そして

良いライバル意識を持って、大戸監督、山

田、佐久間両コーチの下、伸び1申びと仲良

く練習しています。

　また、グラウンドが狭いため、大きな

ライトフライは国道4号を越えて田んぼ

まで飛んでいくこともしばしばあります。

こんな環境ですが、指導する方々の熱意

と周辺地域の方々の協力で、子供たちは

楽しく元気に野球に取り組んでし、ます’。

　野球に興味のある小学生は、掌年に関

係なくいつでも歓迎いたします。まずは

練習を見に来て、気軽に混じってみてく

ださい。ぎっと気に入ってもらえると思

いますので…

　入団希望の方は、チーム員、親の会、

学校へ声をおかけください。待って豪～

す。（文：親の会会長、佐藤英雄さん）
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3年生のとき留学生として東京に来ました。2年
間の日本語の勉強を終え、日本語も日本のことも

たくさん知っていたつもりでした。しかし、その

ときまで、日本語はすべて教科書から習って、実

際に話す経験はちょっとしかなかったので、間違

えた日本語を話すことが少なくありませんでした。

何回も自分に“さん”を付けてしまったり、“かわ

いい”ものを“こわいい”と言い、“こわい”もの

を“かわい”と言ってしまい．．．．

　英語で“People　learn　through　their　mistakes”と

いう表現があります。これは、“人々は誤りから

学ぶ”という意味です。私は日本語を話すとき、

間違いがいっぱいありますが、この間違いから学

びます。皆さんも、間違いを気にしないで、知っ

ている英語を積極的に話してみてください！きっ

と上達しますよ！

　皆さんこんにちは。やっと春が来て、よかった

ですね。日本の春はとてもきれいで、花見も楽し

いです。白石のさくらももうすぐ咲きますね。ア

イルランドにもさくらの木がありますが、日本の

さくらの方がきれいだと思います。

　今回の国際コーナーでは、「外国語」について話

したいと思います。私にとって日本語は外国語で

すが、白石の皆さんにとっては英語が外国語にな
りますね。

　日本では、英語の勉強は中学校から初めて、中

学3年間と高校3年間の少なくとも6年間英語を
勉強しますね。しかし、よく聞くのは“英語が話

せない”とか“恥ずかしくて話さない”などです。

どうして恥ずかしいのか分かりません。言語を習

うとき、覚えるために話さなければなりません。

間違いは当然のことだと思います。

　私は日本駈を』アイルランドの大学で勉強レて、

a一闘幽臨融翻繭藍勉』L袖㎞濾蹴鵡戯
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介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

国
民
年
金
か
ら

14

介
護
保
険
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

◇
介
護
保
険
の
ね
ら
い

　
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
で
す
。

◇
介
護
保
険
の
あ
ら
ま
し

O
制
度
の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
は
、

　
市
町
村
（
白
石
市
）
で
す
。

O
介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
、
4
0
歳

　
以
上
の
方
で
す
。

0
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
場
合
に
サ

　
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
6
5
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要

介
護
状
態
）
や
、
日
常
生
活
に
支
援
が

必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ

た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
4
0
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
初
老
期
の
痴
呆
、
脳
血
管
疾
患
な
ど

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
に
よ
り
、

要
介
護
状
態
や
要
支
援
状
態
に
な
っ
た

場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら

　
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態
か
ど
う

か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
市
町
村
に
申
請
す

る
と
、
原
則
と
し
て
3
0
日
以
内
に
結
果

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
で
は
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
か
ど
う
か

だ
け
で
は
な
く
、
介
護
の
手
の
か
か
り

具
合
（
要
介
護
度
）
も
判
定
し
ま
す
。

要
介
護
度
に
よ
り
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
額
や
施
設
に
入
っ
た
場
合

の
サ
ー
ビ
ス
の
額
が
異
な
り
ま
す
。

保
険
料
と
そ
の
納
め
方

●
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

※
保
険
料
（
月
額
）

【
第
1
段
階
】
1
、
3
1
4
円

（
生
活
保
護
の
受
給
者
、
老
齢
福
祉
年

　
金
受
給
者
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
）

【
第
2
段
階
】
1
、
9
7
1
円

（
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
）

【
第
3
段
階
】
2
、
6
2
8
円

（
本
人
が
市
民
税
非
課
税
）

【
第
4
段
階
】
3
、
2
8
5
円

（
本
人
が
市
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

　
額
が
2
5
0
万
円
未
満
）

【
第
5
段
階
】
3
、
9
4
2
円

（
本
人
が
市
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金

　
額
が
2
5
0
万
円
以
上
）

※
保
険
料
の
納
め
方

　
老
齢
・
退
職
年
金
が
月
額
1
万
5
千

円
以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
が
月

額
1
万
5
千
円
に
満
た
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
口
座
振
替
な
ど
に
よ
っ
て
市
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
6
5
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
を

　
軽
減
し
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
1
2
年
4
月
か

ら
利
用
で
き
ま
す
が
、
最
初
の
1
年
半

を
「
制
度
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
の
助
走
期
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

65

歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

に
次
の
よ
う
な
配
慮
を
し
ま
す
。

・
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
半

　
年
間
は
、
保
険
料
を
徴
収
い
た
し
ま

　
せ
ん
。

・
平
成
1
2
年
1
0
月
か
ら
平
成
1
3
年
9
月

　
分
ま
で
の
1
年
問
は
、
保
険
料
を
半

　
額
に
軽
減
し
ま
す
。

㊥
保
険
課
介
護
保
険
係

　
雷
2
2
1
1
3
6
1

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
平
成
1
1
年
度
（
平
成
1
1
年
4
月
か
ら

平
成
1
2
年
3
月
ま
で
）
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
役
所
で
発
行
し
た
納
付
書
や
未
納

通
知
ハ
ガ
キ
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る

の
は
、
4
月
2
8
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
以

降
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
納
め

忘
れ
の
保
険
料
は
、
期
間
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
据
え
置
き
さ
れ
、
ー
カ
月

1
3
、
3
0
0
円
の
予
定
で
す
が
、
1

年
分
を
4
月
2
8
日
ま
で
ま
と
め
て
前
納

し
ま
す
と
、
1
5
5
、
7
5
0
円
と
な

り
3
、
8
5
0
円
の
割
引
で
大
変
お
得

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
申
請
受
付
中

　
平
成
12
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ

る
方
も
、
今
年
度
分
の
新
た
な
申
請
が

必
要
で
す
。

　
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
印
鑑
、

②
学
生
証
（
学
生
の
場
合
）
を
持
参
の

う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
市
民
課
国
民
年
金
係

　
宙
2
2
1
1
3
1
2

社
会
保
険
の
行
政
機
関
等
の

変
更
に
つ
い
て

　
4
月
1
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
都
道
府

県
の
組
織
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
宮
城

県
国
民
年
金
課
、
保
険
課
お
よ
び
社
会

保
険
事
務
所
は
、
社
会
保
険
庁
の
地
方

支
分
部
局
に
改
め
ら
れ
、
左
記
に
改
編

さ
れ
ま
す
。

O
名
称
　
宮
城
社
会
保
険
事
務
局

（
仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
1
丁
目

　
1
1
2
0
　
花
京
院
ス
ク
エ
ア
ー
1
階
）

　
宙
0
2
2
1
7
1
6
1
5
0
0
1

　
社
会
保
険
審
査
官
は
、
宮
城
社
会
保

険
事
務
局
内
に
置
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
大
河
原
社
会
保
険
事

務
所
の
名
称
も
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
取

扱
事
務
や
所
在
地
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
名
称
　
宮
城
社
会
保
険
事
務
局

　
　
　
　
大
河
原
事
務
所

（
大
河
原
町
字
新
南
1
8
番
地
3
）

　
宙
0
2
2
4
1
5
1
1
3
1
1
1

介
護
保
険
制
度
実
施
に
伴
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

1
．
在
宅
高
齢
者
介
護
予
防
・
生
活

　
　
支
援
事
業
の
実
施

　
市
で
は
、
平
成
12
年
4
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
介
護
保
険
の
対
象
外
と
な
る

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
在
宅
の
高
齢
者

に
対
し
て
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
自
立
し
た
生
活
を
支

え
る
た
め
、
次
の
事
業
を
新
規
に
、
ま

た
は
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
対
象
者
…
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
で

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
高
齢
者
な
ど

内
容
…
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
を
使
用

（
送
迎
、
昼
食
、
入
浴
等
サ
ー
ビ
ス
付
き
）

し
、
お
お
む
ね
1
日
5
時
間
、
週
－
回

利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

費
用
…
1
回
5
6
0
円
（
要
支
援
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
報
酬
の
！
割
相
当
）

◆
自
立
者
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
対
象
者
…
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
で

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
高
齢
者
な
ど

内
容
…
週
3
時
問
を
限
度
と
し
て
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

費
用
…
1
回
1
時
間
3
0
分
の
場
合

3
0
5
円
（
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
介
護
報

酬
の
1
割
相
当
）

※
た
だ
し
介
護
保
険
と
同
様
に
、
現
在

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
で
、
生
計

中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
の
方
は
、
平

成
12
～
1
4
年
度
ま
で
は
9
1
円
、
平
成

15

～
1
6
年
度
ま
で
は
1
8
3
円
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

◆
自
立
者
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

利
用
対
象
者
…
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
で

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
高
齢
者
な
ど

内
容
…
月
3
泊
4
日
を
限
度
と
し
て
、

施
設
で
お
預
り
し
ま
す
。
（
え
ん
じ
ゅ
、

八
宮
荘
に
な
り
ま
す
）

費
用
…
1
日
当
た
り
4
、
5
7
0
円
。

た
だ
し
、
送
迎
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
。

（
要
支
援
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
報

酬
の
半
額
相
当
）

◆
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
対
象
者
…
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方

（
ひ
と
り
ぐ
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
、

障
害
者
な
ど
）

※
介
護
保
険
に
該
当
す
る
方
で
も
利
用

　
で
き
ま
す
。

内
容
…
月
～
金
曜
日
ま
で
の
週
5
回

（
た
だ
し
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

の
夕
食
を
自
宅
ま
で
配
達
し
ま
す
。

費
用
…
1
回
に
つ
き
5
0
0
円
（
食
材

料
費
な
ど
実
費
）

◆
ね
た
き
り
老
人
等
紙
お
む
つ

　
給
付
事
業

利
用
対
象
者
…
6
5
歳
以
上
の
ね
た
き
り

等
の
高
齢
者
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
1
級
、
2
級
の
重
度

身
体
障
害
者

内
容
…
現
在
、
月
1
、
6
8
0
円
を
限

度
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
大
幅
に
拡
大
し
、
月
8
、
0
0
0
円

を
限
度
と
す
る
紙
お
む
つ
等
（
1
日
当

た
り
テ
ー
プ
式
紙
お
む
つ
1
枚
、
尿
と

り
パ
ッ
ド
5
枚
見
込
み
）
を
支
給
し
ま

す
。

費
用
…
な
し

～
交
付
の
対
象
者
が
拡
大
し
ま
し
た
～

　
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お
け
る
基
本

料
金
相
当
額
割
引
券
を
、
平
成
1
2
年
度

か
ら
こ
れ
ま
で
の
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
、
2
級
に
加
え
3
級
所
持
者
全
員
に

対
象
者
を
拡
大
し
て
交
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
（
今
ま
で
は
身
体
障
害

者
手
帳
3
級
は
内
部
障
害
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
）
次
に
該
当
す
る
方
は
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
」
「
2
級
」

　
お
よ
び
「
3
級
」
を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
「
！
級
」

　
を
お
持
ち
の
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
「
1
級
」

　
お
よ
び
「
2
級
」
を
お
持
ち
の
方

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。

●
手
続
ぎ
に
必
要
な
も
の

ー
．
印
鑑

2
．
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
精
神
障
害

梱

D
可
理

　
　
ゆ

り
（

Z

／rケ、1ク
。
〃

2
．
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

　
　
支
給
事
業
の
変
更

　
平
成
1
1
年
度
ま
で
、
在
宅
の
ね
た
き

り
老
人
お
よ
び
重
度
痴
呆
老
人
を
常
時

介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、
月
額
1
万

円
、
年
額
1
2
万
円
を
支
給
し
て
き
ま
し

た
が
、
1
2
年
度
に
限
り
月
額
7
、
5
0
0

円
、
年
額
9
万
円
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
1
3
年
度
か
ら
は
国
の

特
別
対
策
（
家
族
介
護
慰
労
金
制
度
）

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
年
額
1
0
万

円
を
限
度
と
し
て
支
給
い
た
し
ま
す
。

①
重
度
（
要
介
護
4
・
5
）
の
高
齢
者

②
市
民
税
非
課
税
世
帯

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
1
年
間
利
用
し
な

　
か
っ
た
方

〃

者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

●
申
請
期
間

　
4
月
1
0
日
（
月
）
～
1
1
日
（
火
）

※
指
定
の
期
日
に
手
続
き
で
き
な
い
方

は
、
4
月
n
日
（
火
）
以
降
で
あ
れ
ば
随

時
受
け
付
け
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る

と
ー
カ
月
を
単
位
と
し
て
助
成
券
の
交

付
枚
数
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
場
所
　
福
祉
事
務
所
祉
会
福
祉

係
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
、

市
役
所
1
階
生
活
環
境
課

㊨
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
宙
2
2
1
1
4
0
0

　
圃
2
6
1
2
6
9
9

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
制
度
の
細
か
い
点
や
お
申
し
込
み
な

ど
は
、
福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係
（
白

石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
宙
2
2
1
1
4
0
0

翻
離
馨
方
議
嚢
を
贈
呈
し
ま
す

　
本
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
に
満
7
7
か
ら
9
9

歳
（
明
治
3
4
年
1
月
1
日
か
ら
大
正
1
2

年
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
出
生
者
）
に
な
ら

れ
る
方
で
、
本
年
3
月
3
1
日
現
在
に
お

い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
、
白
石
市
に

住
所
を
有
す
る
方
に
市
敬
老
祝
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
・
児
童
委
員
を
通
し
て

4
月
末
か
ら
該
当
者
の
自
宅
に
お
届
け

し
ま
す
。

㊨
福
祉
事
務
所
総
務
係

　
宙
2
2
1
1
4
0
0
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4月のこみ収集日について（お知らせ）

平成12年4月から、こみの分別と収集日程が変更になりますのでこ協力をお願いします。

◆ごみ収集日予定表（曜日の見方は、その月の第何回目となります．）

＼
、 地区名

　＼＼

こみ区券＼

もやせるこみ

ペットボトル

紙 類

びん類
缶・プラスチック

もやせないこみ

A地区

河
川
平

越
斎
大
火・金

第1／火

第2／火

第2・5／火

第3／火

第4／火

B地区
大鷹沢

白川
小下倉

大鷹沢田中

月・木

第1／月

第2／月

第2・5／月

第3／月

第4／目

第1／金

第2／金

第2・5／金

第3／金

第4／金

C地区

福岡
小原

月・木

第1／木

第2／木

第2・5／木

第3／木

第4／木

D地区

市街

東北本線東側 鷹巣

月・水・木

第1／金

第2／金

第2・5／金

第3／金

第4／金

第1／月

第2／月

第2・5／月

第3／月

第4／月

E地区

市街

東北本線西側

火・水・金

第1／水

第2／水

第2・5／水

第3／水

第4／水

※不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します。

※祝日等により収集日が変更になることがありますので、確認のうえごみを出してください。

◆4月のごみ収集力レンダー（自分の地区の収集日に色を塗るなど、確認しきちんと出しましょう。）

月曜日

3日（第1）

もやせるごみ
　B・OD地区
ペットボトル
　B地区・鷹巣
10日（第2）

もやせるごみ
　B・C・D地区
紙類・びん類

　B地区・鷹巣
17日（第3）

もやせるごみ
　B・C・D地区
缶・プラスチック類

　B地区・鷹巣
24日（第4）

もやせるごみ
　B・C・D地区
もやせないごみ
　B地区・鷹巣

火曜日

4日（第1）

もやせるごみ

　A・E地区
ペッ　トボトノレ

　　A地区
11日（第2）

もやせるごみ

　A・E地区
紙類・びん類

　　A地区
18目（第3）

もやせるごみ

　A・E地区
缶・プラスチック類

　　A地区
25日（第4）

もやせるごみ

　A・E地区
もやせないごみ

　　A地区

水曜目

5日（第1）

もやせるごみ

　D・E地区
ペットボトル

　　E地区
12日（第2）

もやせるごみ

　D・E地区
紙類・びん類

　　E地区
19日（第3）

もやせるごみ

　D・E地区
缶・プラスチック類

　　E地区
26日（第4）

もやせるごみ

　D・E地区
もやせないごみ

　　E地区

木曜目

6日（第1）

もやせるごみ
　B・C’D地区
ペットボトル

　　C地区
13日（第2）

もやせるごみ
　B・C・D地区
紙類・びん類

　　C地区
20日（第3）

もやせるごみ
　B・C・D地区
缶・プラスチック類

　　C地区
27日（第4）

もやせるごみ
　B・C・D地区
もやせないごみ

　　C地区

金曜日

7日（第1）

もやせるごみ

　A・E地区
ペットボトル
D地区・大鷹沢田中
14日（第2）

もやせるごみ

　A・E地区
紙類・びん類
D地区・大鷹沢田中
21日（第3）

もやせるごみ

　A・E地区
缶・プラスチック類
D地区・大鷹沢田中
28日（第4）

もやせるごみ

　A・E地区
もやせないごみ
D地区・大鷹沢田中

★容器類は、必ず中を水洗いしキャップをはずして、資源こみの袋（赤）に入れて出してください。

★紙類は、必ず十文字にひもとじをして、地区の指定の日に集積所またはストックヤードに出してください。

（1）指定日に集積所に出す場合、雨天等によりぬれる恐れがあるときは、資源ごみの袋に入れてください。

（2）スト・ンクヤードに出す場合（各地区公民館敷地内と市内は中央公民館・いきいきプラザ敷地内に設置）

①自分の地区が紙類の指定の日に、午前8時30分～午後5時まで紙類だけ持ち込みください。

②市街地の方は、中央公民館は第2金曜日、いきいきプラザは第2水曜日に持ち込みください。

　また、鷹巣・大鷹沢田中地区の方は、大鷹沢公民館（第2月曜日）または中央公民館をこ利用ください。

③毎月第4日曜日（4月は23目）各地区ストックヤードは午前8時～午後5時まで、中央公民館といきいきプラザは

　午前8時30分～午後5時まで利用できますので持ち込みください。

★新しい「こみの分別と出し方』（カラー刷）を参考にきちんと分別し、当日の朝8時30分までに出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ　生活環境課　宙22－1314
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労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
申
告
時
期
に
前
年
度
、
概
算
で
申

告
・
納
付
し
た
保
険
料
を
確
定
・
精
算

し
、
併
せ
て
新
年
度
の
概
算
保
険
料
の

申
告
・
納
付
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
申
告
・
納
付
手
続
き
は
、
4
月
1
日

か
ら
5
月
2
2
日
ま
で
の
問
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
・
納
付
手
続
き
場
所

　
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は
宮
城
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
、
労
働
基
準
監
督
署

㊨
宮
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　
宙
0
2
2
－
2
9
9
1
8
8
4
2

　
ま
た
は
各
労
働
基
準
監
督
署
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は

5
月
2
2
日
ま
ぞ
に

讐鑑当鷲雀亘自
日
、
団
員
招
集
の
た
め
午
前
7
時

内
一
斉
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
お
よ
び

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
問

な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

活
環
境
課
面
2
2
1
1
3
1
4

春
の
消
防
演
習

市
内
一
斉
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

U
石
市
消
防
団
で
は
、
4
月
1
6
日

一
）
午
前
8
時
3
0
分
よ
り
白
石
第
一

子
校
校
庭
（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
V

痴
い
て
、
春
の
消
防
演
習
を
行
い
ま

　
　
春
の
交
通
安
全
市
民

●
実
施
期
間
4
月
6
日
（
木
）
か
ら
1
5

　
日
（
土
）
ま
で
の
1
0
日
問

●
運
動
の
重
点
目
標

　
・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル

　
ト
の
着
用
の
徹
底

　
・
飲
酒
、
暴
走
な
ど
無
謀
運
転
の
追
放

　
昨
年
、
白
石
市
で
は
2
件
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
2
人
の
尊
い
命
が

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
は
ど

う
変
わ
り
ま
す
か
。

A
．
こ
の
時
期
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
所
得
や
固
定
資
産
税
額
な
ど
の
保
険

税
の
計
算
の
基
に
な
る
数
字
が
確
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
前
年
度
の
国
保

税
を
基
礎
と
し
て
暫
定
的
に
賦
課
し
、

8
月
の
本
算
定
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
昨
年
の
所
得
が
少
な
く
な
り
、

平
成
1
2
年
度
の
保
険
税
が
平
成
n
年
度

の
保
険
税
の
2
分
の
1
以
下
に
な
る
と

き
は
、
税
額
の
修
正
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
印
鑑
と

通
知
書
を
持
っ
て
3
0
日
以
内
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
4
0
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
に
介
護

4
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
1
期
の
納

期
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を
こ
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料
に
介
護
保

険
料
が
上
乗
せ
さ
れ
て
賦
課
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
6
5
歳
以
上
の
方
に

は
別
に
「
介
護
保
険
料
通
知
書
」
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
）

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
う
ち
4
0

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に
は
、
従
来
の

「
医
療
給
付
費
分
」
に
「
介
護
納
付
金

分
」
が
加
算
さ
れ
て
国
民
健
康
保
険
税

額
が
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
4
月
に
お
送
り
す
る
通
知

書
の
税
額
は
、
前
述
の
通
り
、
前
年
の
税

額
を
基
に
算
出
し
た
暫
定
税
額
の
た
め
、

実
際
に
介
護
納
付
金
分
が
加
算
さ
れ
る

の
は
、
8
月
の
本
算
定
以
降
に
な
り
ま
す
。

失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
悲
惨
な
事
故
を

無
く
し
、
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」

実
現
の
た
め
に
も
、
市
内
に
お
い
て
よ

り
一
層
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
意

識
の
高
揚
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
運
動
期
間
中
の
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㊨
生
活
環
境
課
宙
2
2
1
1
3
1
4

総
ぐ
る
み
運
動

市民参加のワークショップ

「まちづくり会議」が開催されました！
白石市では、現在、第3次自石市総合計画（ホ

ワイトプラン：昭和63年度策定）に代わる新総合

計画の策定を進めています。

平灘雛1軸舞農欝繁雛
ちづくりの指針」となるものです。

この総合計画に、市民各層のご意見を十分に反

野描鞭耀墓麦轍蚤野1鯉
「まちづくり会議」が、3月11日から3月25日ま

でに市内18カ所で開催されました。

まちづくり会議では、10年後の各地区、白石市

全体のまちづくりを見据えながら、その第一歩と

して、地域の姿を見つめ直すための意見交換が活

発に、また、和やかに行われました。この第1回

まちづくり会議の概要については、5月28日（日）

　「　　’『 　　　　‘
　　　門もtj戸，　　　　　　　7

　　’懸L麟轟、旨　、艦
零墜覆撃。7藍iτ．雛

　
・
瓢
で

諌 翫一魁翁
　　　←　　・　舞

　　匠二』蝋盛
に中央公民館で開催する「まちづくりフォーラム」

で市民の皆様に報告する予定です。

今後は、まちづくり会議で出された地域ごとの

現状や課題を集約し、その課題や住民二一ズの解

決方策について再度市民の皆様と意見交換をする

ため、今年5～6月ごろに2回目のまちづくり会

議を開催していくことにしています。
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　　　　　　　　丁．玉

◆．だ
イ
ペ

栄養価（1人当り）

エネルギー

379kc訊

たんぱく質

1且69ρ
塩分1．3g

⑲健康推進課

宙22－1362

た’んぱく賃、カノクシウムが

豊富な豆腐と、よくカ・ん6

食べるごとを意謝し『右ら
う，た’めにr捉案：類を入宛ました。

〈
作
り
方
〉

0
豆
腐
は
ひ
た
ひ
た
の
水
で
ゆ
で
、
水

　
気
を
切
る
。

②
ゴ
ボ
ウ
は
皮
を
た
わ
し
で
こ
す
っ
て

　
洗
い
、
粗
み
じ
ん
に
切
っ
て
水
に
は

　
な
す
。
ニ
ン
ジ
ン
は
皮
を
む
き
、
干

　
し
シ
イ
タ
ケ
は
戻
し
て
軸
を
除
き
、

　
そ
れ
ぞ
れ
粗
み
じ
ん
に
切
る
。

0
鍋
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
豆
腐
を
く
ず

　
し
な
が
ら
入
れ
て
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
る

　
ま
で
い
た
め
る
。
②
を
加
え
て
さ
ら

　
に
い
た
め
、
砂
糖
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
、

　
塩
を
加
え
て
汁
気
が
ほ
と
ん
ど
な
く

　
な
る
ま
で
い
り
煮
に
す
る
。

④
③
の
鍋
を
火
か
ら
下
ろ
し
、
炊
き
た

　
て
の
ご
飯
と
塩
ゆ
で
し
た
菜
花
を
加

　
え
て
混
ぜ
る
。
器
に
盛
り
、
い
り
ご

　
ま
を
振
る
。

　『　
‘

ヘルスメイト白石

高橋よし子さん

　　　（斎川）

　材料4人分
ご飯…………茶わん4杯分
木綿豆腐…一………・1丁
ゴボウー・一・D・・一。“・・一509

ニンジン・一e・・骸・一一一一40g

干しシイタケ・…………2枚
ごま油一・・・…　一一一・大さじ2

菜花…・・……・……願1束
いりごま……・………少々
砂糖…………・…小さじ2

酒一……・………大さじ1
しょうゆ一…　”・一一一大さじ1

塩………・……小さじ1／2

訂
正
　
3
月
号
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
で
、

作
り
方
〉
の
⑤
を
「
④
を
炊
飯
器
に
移
し
、

②
と
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
を
加
え
て
、
普
通

に
炊
く
。
」
に
訂
正
し
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
子
供
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
し
ん

ろ
か
ら
体
の
あ
ち
こ
ち
に
か
ゆ
い
湿
疹

が
出
て
、
良
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た

り
繰
り
返
す
皮
膚
病
で
す
。

　
そ
の
原
因
に
は
遺
伝
的
体
質
と
環
境

が
複
雑
に
関
係
し
て
お
り
、
ま
だ
特
効

薬
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
の
目
標
は
、
な
る

べ
く
負
担
の
少
な
い
方
法
で
湿
疹
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
元
気
に
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
で
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
で
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
こ
う

頼
り
に
な
る
の
が
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
で

す
。
し
ば
ら
く
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
に
つ

い
て
は
副
作
用
を
強
調
し
た
報
道
が
多

く
、
あ
ぶ
な
い
薬
と
い
う
印
象
を
持
た

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
近
少
し
ず

つ
「
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
は
、
上
手
に
使

え
ば
副
作
用
は
問
題
に
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
、
皆
さ
ん
に
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
は
薬
効
の
強
さ
に

よ
っ
て
5
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
体

の
ど
こ
に
湿
疹
が
あ
る
の
か
、
ど
の
く

ら
い
重
症
の
湿
疹
か
、
な
ど
を
見
て
使

い
分
け
ま
す
。
例
え
ば
、
顔
に
使
う
ス

テ
ロ
イ
ド
軟
膏
は
薬
効
の
弱
い
も
の
を

選
び
ま
す
。

　
ま
た
、
湿
疹
が
体
の
広
い
範
囲
に
あ

っ
て
も
、
一
カ
月
に
数
十
グ
ラ
ム
以
上

の
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
は
使
わ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ト
ピ
i
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て
は
ま

だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
根
拠
に

乏
し
い
情
報
も
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

心
配
な
方
は
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

■

アトピー性皮膚炎

　　“　
鵯

　1　』

　風　　〆・

金

公
立
刈
田
綜
合
病
院

皮
膚
科
科
長
工
藤

和
浩

Q
．
ど
こ
で
住
所
を
調
べ
た
の
か
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
あ
ち
5
こ

ち
ら
か
ら
ぎ
ま
す
。
勝
手
に
登
録

済
み
と
料
金
を
請
求
し
て
ぎ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
迷
惑
な

の
で
や
め
さ
せ
る
方
法
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A
．
郵
便
受
け
が
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
で
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
と
嘆
く

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
中
に
は

い
か
が
わ
し
い
感
じ
の
も
の
も
あ

り
、
ゴ
ミ
が
増
え
る
だ
け
で
す
。

　
郵
便
で
配
達
さ
れ
る
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
は
開
封
し
な
い
で
「
受

け
取
り
拒
否
」
と
書
い
て
、
面
倒

で
も
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
ま
し
ょ

う
。
送
り
主
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
郵
送
さ
れ
る
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
分
厚
い
カ
タ

ロ
グ
な
ど
が
配
達
さ
れ
る
こ
と
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

カ
タ
ロ
グ
が
い
ら
な
い
場
合
は
、

「
通
信
販
売
協
会
」
の
「
M
P
S
制

度
（
メ
ー
ル
㌔
フ
レ
フ
ァ
ラ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス
）
」
を
利
用
す
る
と
、

少
し
は
ダ
イ
レ
ク
ト
の
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
（
社
）
日
本
通
信
販
売

協
会
に
「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

送
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
申
し

出
る
と
、
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

会
員
業
者
の
顧
客
名
簿
か
ら
名
前

を
削
除
で
き
る
制
度
で
す
。
し
か

し
、
会
員
業
者
以
外
の
業
者
に
は
、

個
別
に
連
絡
し
て
送
付
を
や
め
て

も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
が
ま
め
に
受
け
取
り
拒

否
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
4
月
は
異
動
時
期
で
す
。

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

多
種
の
勧
誘
が
あ
り
ま
す
。
甘
い

勧
誘
、
言
葉
に
乗
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送

　
り
つ
け
商
法
）
…
…
2
週
間
す

　
ぎ
た
ら
処
分
し
て
よ
い
（
連
絡

　
し
た
場
合
は
1
週
間
で
処
分
）

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
…
…
契
約

　
日
を
入
れ
8
日
間

⑲
消
費
生
活
相
談
室

　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

　
宙
2
2
－
0
7
8
3

侮

園團回回
　　　　　●

む し
，
、
． な い 子

　　　全鳶桑合

の

与

⊃
，
、

2

迷惑なダイレクトメール

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね1

励
調査年月日1平成12年3月1日

　　　　　高値平均価格　　騰年同砒　　　　　　　安値
　5，707　　　　　5，814　　＋241　　　　　　　5，600
　595－　18　　　　　596　　　　　　　　594
　666－　72　　　　　720　　　　　　　　612
　74　　　　　　78　　　　0　　　　　　　　70
　96　　　　　　98　　＋　4　　　　　　　　94
　338　　　　　398　　　　　　　　278　　　　60
　605　　　　　630　　　　　　　　580
　598　　　　　598　　　　　　　　598
　114　　　　　130　　　　　　　　98　　　　12
　293　　　　　348　　　　　　　　238
　208　　　　　208　　　　　　　　208

高橋　大吾くん　　（福岡長袋）

大槻　留視ちゃん（斎川）

平間　　葵ちゃん（福岡深谷）

遠藤　純貴くん　　（白川犬卒都婆）

高橋　　走くん　　（福岡蔵本｝

菅野　眞衣ちゃん（郡山1

品　目
食パン
食用油
しようゆ

うるち米

牛　乳
牛　肉
まぐろ
え　び
にんじん

ね　　ぎ

だいこん

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食欄合油圃容器入り、1，500

濃口しょうゆ、JAS特級本酢造，ポリ容器入り，甘

宮城県産ひとめぽれLOO％5kg

14、紙パック入り

ロース、チルド100
赤身、切身1刺身用）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cn1、IDO

普通品1k
普通品1kσ

普通品！kg

平均価格

　123
　448
　272
2，265

　193
　316
　233
　830
　172
　154
　138

対前年剛比

＋　10

÷120

＋　35

高値
148

498

297

2，050

198

395

268

980

198

158

198

安値

　98
398

248

2，480

188

238

198

680

147

150

　78

品　目
プロパンガス

灯油（麟）

灯油（配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニンクP

チーズ
鶏　卵

一般家庭用、10㎡
　規　　格

184
18ぞ

14、店頭価格、現金売り
1’、レギュラーガソリン、現金売り

含成洗剤、高密度粉末1，2k　（1，5kでも可1

液体、ポンプタイプ、700～780擢

VHS、録画時聞1蜀分、スダン㌘一トタイフ、3巻組，換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

廻
霜
超
　

　　　　　　『　　　　　　一‘一　　　　　一　　　　　　『　　　　　－　　　　　　■

佐藤　瑞稀ちゃん（南町〉

米竹　　充くん　　（城北町）

佐藤　航平くん　　〔東大畑）

鈴木　俊樹くん　　（福岡長袋｝

三島　　萌ちゃん（鷹巣｝

今村　彩香ちゃん（西益岡町）

z

乎

、（

㌔－
殴、ll

補
、
，滋

短　一

尉無

一
　瞬

｛
．

　虫歯を早く治して
　　　メタソ〃をも6おうノ

虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

⑭健康推進課　露22－1362
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こ 働く婦人の家・女性政策室 　盆25－6593
囲・宙25－5095

4月の休館日
3（月）・9（日）・17（月）・23（日）・29（土）・30（日）

相談事業が始まります！～一人で悩まないで～

　生きていくうえでは、さまざまな

ことに出会い悩みます。時には疲れ

てだれかにグチを言いたくなるとき

もあると思います。

　そんなときは、お気軽に働く婦人

の家にいらしてください。相談員が

あなたのお越しをお待ちしておりま

す。お電話（宙25－5095）でお話し

してくださっても結構です。

●相談日時　毎週火・水・金曜日の

13：00～17：00（この時間が都合の悪

い方はご相談に応じます。）

●場所　働く婦人の家3階教養室

●相談料　無料

着付けサークル生募集！

　自分で着物が着られるってうれし

いことですよね1その喜びを一緒に

味わいませんか？

●日時

●講師

●会費

毎月第1・3金曜日

10：00～12：00

佐藤ユリ子先生

2，500円

　働く婦人の家の愛称
　「あしたば白石」に決別
　多くの利用者、関係者の方々から

働く婦人の家の愛称を募集しました

ところ、330作品が寄せられ、審査の

結果、鈴木千代子さん（城北町・主

婦）の作品「あしたば白石」に決ま

りました。

　あしたば（明日葉）は、セリ科の

大形多年草で〔今日摘み取っても明

日には芽を出す〕という植物です。

　強い生命力を持つ「あしたば」の

ように元気に力強く、家庭や職場、

地域社会の中で活躍できるような願

いを込めて名付けられました。

『働く女性に関する』アンケート集計結果の冊子をさしあげます

　近年、女性のライフスタイルの変

化や社会参加意識の高まりなどから、

仕事を持つ女性が増加しています。

　しかし、働く女性を取り巻く状況

には、「仕事も家庭も」というような

二重の負担や職場における男女格差

など、依然として多くの課題がある

と思われます。

　白石市では、働く女性の方々がど

のような考えを持っているのか、ま

た、企業はどのような対策をとって

いるのか、アンケート調査を実施し、

その集計結果を冊子にしました。参

考資料として活用したい方には無料

で差し上げますので、働く婦人の家

内女性政策室までご来館いただく

か、お電話でご連絡ください。

★「企業用アンケート」の内容は…

O女性の役職（例えば係長、課長な

　ど）がどのくらいいますか。

0育児・介護休業制度などの整備状

　況は？また、企業独自で定めてい

　る休暇などの制度はありますか？

O臨時社員・パートタイマーに占め

　る女性の割合と待遇は？など

★「個人用アンケート」の内容は…

O現在の仕事に満足していますか？

O自分の昇進・昇格についてどう考

　えますか？

O仕事を続けるうえで不安や負担に

　なることは何ですか？また、どの

　ようなサポート制度が必要だと思

　いますか？など

市内イベント掲示板 （4月1日～5月5日）

開催日”　時間 ’
イ

飛ント名 場所　有・無料問い合わせ先　備考
4月1日（土）

～30日（日）

白石城さくらまつり　　　　白石城・益岡公園
※夕方よりぼんぼりが点灯します。

無料 商工観光課

肉22－1321

4月7白（金〉　　11：00～　水芭蕉の森公園開園式　　　水芭蕉の森公園　　無料 商工観光課

薗22－1321

4月15日（土）　　盾0：00～

　　　　　11130

リサイクルエf蕉教室
一牛乳パックから作る小物一
「テレビのリモコン入れ」

碧水園茶会

いきC・きプラザ‘　材料費

※参加希望者連絡要（100円程度）

　碧水園　　　400円

いきいきプラザ　　20ページ掲載

　朗22－1635

4月16日（日）　　10：00～

　　　　　15二〇〇

古典芸能伝承の館　22ページ掲載

　宙25－7949

4月22日（土）　　9：00～

　　　　　12：00

いきいきプラザ

フリーマーケット

いきいきプラザ無料（※出店希

　　　　　望者は連絡必要）

いきいきプラザ　　20ページ掲載

　薗22－1635

4月22日（土）　　　9二〇〇～

～5月5日（祝）　17：00
端午の節句展
※5／210：00～笹巻づくり実演・試食

武家屋敷
「旧小関家」

大　人200円
高校生以下100円

　無料

社会教育課　　　22ぺ一ジ掲載

薗22”1343

4月22日（土）　　14110～

　　　　　15：30

定期講座開講式・特別講話　　いきいきプラザ
［お笑い絵とき説法］講師：佐藤和丸氏（徳照寺住職）

　　　　　　　　　ホワイトキューブ

働く婦人の家

宙25－5095

4月22日（王）　　18：30～　千住真理子あ夕べ 全席指定
3，500円

ホワイトキューブ　23ページ掲載

　薗22－1290

4月26日（水）　　10：00～

　　　　　11：30

リサイクル工作教室’
「蕃い袋作り」

いきいきプラザ無料（※参加希

　　　　　望者は連絡必要）

いきいきプラザ　　20ぺ一ジ掲載

　面22－1635

5月3日（祝）　　　9：00～
～5日（室兄）　　17：00

第42回

全日本こけしコンクール

ホワイトキューブ　　無料 商工観光課

薗22－1321

5月3日（祝） 白石市民春まつり 市内中心部　　　無料 商工観光課

盆22－1321

12

● いぎいぎプラザ 4月の休館日　3・10・17・24日

　　　　薗22－1635

平成12年度フリーマーケット開催日 リサイクル教室

　毎月第4土曜日（4／22・5／27・

6／24・7／22・8／26・9／23・10／28・

11／25・12／23・1／27・2／24・3／24）

9100～12：00に定例開催します。

　出店希望の方は、開催日の3日前

までにいきいきプラザにお申し込み

ください。（電話でも可宙22－1635）

①牛乳パックから作る小物

一テレビのリモコン入れ一
●日時　4月15日（土）10：00～11：30

●定員10名
●持ってくるもの

　1召の牛乳パック3本

●参加費　材料費（100円程度）
　　にお
②「香い袋」作り～庭に咲いたラベ

ンダーから作るオリジナル～

●日時　4月26日（水）10＝00～11130

●定員20名

●持ってくるもの

　縫い針・糸・布（20c皿×20cm）

●参加費無料

宙26・3004
囲26・3505

移動図書館車こまくさ号巡回日程表（毎月定期巡回）

週

第

1

週

第

2

週

第

3

週

第

曜日

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

　金
週
　木
4

地区名

小原
福岡
白　石

福　岡

福岡
白　石

白　石

白　石

福　岡

福岡
小原
白　川

福岡
白　石

越　河

小原
全地区

白　川

白　川

小原
福岡
越河
小原
白　石

白　石

白　石

大平
小原
全地区

大鷹沢

大鷹沢

小原
越河
越河
斎川

駐車場名
小原小学校
長　峰　分　校
白石第二小学校
三本木・大槻様

深谷小学校
寿山教員住宅
寿山南公園前
臼石第二小学校
八　宮　分　校

福岡小学校
小原小学校
白川中学校
三　住　分　校
城　南　団　地
南　中　学　校

小原小学校
配　　　　　本
白川第一ニュータウン

白川小学校
小原小学校
不　忘　分　校

越河小学校
小原小学校
東大畑・前田様
緑が丘県営アパート

観音崎住宅
大平小学校
小原小学校
配　　　　　本
不　　忘　　園

大鷹沢小学校
小原小学校
元越河郵便局前
越　河　駅　前

斎川小学校

時　　問

10：00～15：00

10：20～10：50

11：20～11；40

14：20～14：50

15：00～16：00

10；40～11：00

11：10～11；30

13：00～16二〇〇

10：00－11：00

14：30～16：00

10＝OO－11：30

15：00～16：00

10：20～10：50

14：20～14：40

15：00～16：00

10二〇〇～11；30

9：00～11：50

14二〇〇～14＝20

14：30～15：30

10：00～15：00

10＝20～11：00

14：20～15＝30

10：00～11：30

10：20～10：30

10：40～11：00

13：30～14：00

14：20～15：30

10＝00～15：00

9：00～11：50

14：00－14：20

14：30～15：30

10：00一一11：30

10：20～10：40

10：50－11：20

14＝30～15＝30

話
2
6
4
5
7
8
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電
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肱
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25－3536

25－3578

24－5877

25－3359

29－2026

27－2102

24－8342

28－2013

29－2026

27－2103

29－2026

24・8344

28－2008

29－2026

25－3709

29－2026

25－3518

25－3714

29－2026

25－2704

備　　考

返却

出貸

団体貸出可

※都合により日程等が変更になる場合がありますので、毎月の図書館だよりをご覧ください。
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親子で楽しむえほん100冊

　　　　　　ちひろ美術館編
子どもたちは、いま

　　　　トリイ・ヘイデンほか著
大江戸　ものしり図鑑　花房一男監修

完全図解からだのしくみ全書

　　　　　　　飯野晃啓著
数学！00の問題
　　　　数学セミナー編集部編
韓国のスープ　　　　　　　　金裕美著

小さな家の収納ヒント実例300

　　　　　　主婦と生活社編
材料別かんたん一品おかず

　　　　　　　小森秀子料理
自分でできる庭づくり　高槻香琉ほか著

日本の作曲20世紀　　　　　堀恭編
明日をうたう　　　　　　三浦綾子著

アインシュタインの謎を解く

　　　　　　　三田誠広著
魯迅の仙台時代　　　　　阿部兼也著

独航記　　　　　　　　　　辺見庸著

小説秦の始皇帝　　　　　　津本陽著
I　S　O　L　A十三番目の人格

　　　　　　　貴志祐介著
第4の神話　　　　　　　篠田節子著
山河在り　上・中・下　　　陳舜臣著

消えた人達　　　　　　北原亜以子著

昔の恋人　　　　　　藤堂志津子著
ごめんね、ピーくん　　　　和田登作

ぼくのおばあちゃんのてはしわしわだぞ

　　　　　　そうまこうへい作
のんちゃんはおとうばんです

　　　　　　　　今関信子作
雪より白い鳥　　　　　　立松和平作

魔女のルルーと時の魔法　村山早紀作

ふうせんのはか　　　　さだまさし作

シンプキン　クエンティン・ブレイク作

テディとアニー

　　　ノーマン・レツドファーン文
たねいっぱい　わらったね

　　　　　　　近藤薫美子作
ムーミンのぼうけん①～①

　　　　　卜一べ・ヤンソン原作

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
4月の休館日

　3日、10日、17日、24日、29日、

　30日（月末休館日）
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文化体育活動センター〔ホワィトキューブ〕離釜二握器
4月の休館日　5・12・19・26日

干住真理子の夕べ
　多方面で活躍中のヴァイオリニス

ト・千住真理子のコンサート。

●日時　4月22日（土）

　　　開場18＝00、開演18：30

●料金　全席指定　3，500円

●司会・お話　三枝成彰

●出演　ヴァイオリン／千住真理子

　　　ピアノ／山洞智
◇託児あり　3歳～小学校低学年

（要予約：申し込みは4月15日まで）

長谷川陽子の夕べ
　日本を代表するチェリスト・長谷

川陽子のコンサート。

●日時　5月7日（日）

　　　開場17＝30、開演18：00

●料金　全席指定　3，500円

●司会・お話　三枝成彰

●出演　チェロ／長谷川陽子

　　　ピアノ／小森谷裕子

◇託児あり　3歳～小学校低学年

（要予約＝申し込みは5月1日まで）

キューブ3周年記念コンサート匿囲
　ホワイトキューブ・オープン3周

年を記念して、今年はべ一トーヴェ

ンの「交響曲第九番」をお贈りしま

す。

●日時　6月4日（日）

　　　開場16：30、開演17：00

●料金　全席指定　5，000円

●出演　指揮／大友直人、合唱指導

／関屋　晋、司会・お話／三枝成彰

ソプラノ／松本美和子、メゾソプラノ／

坂本　朱、テノール／小林一男、バリト

ン／佐々木隆行、管弦楽／東京交響

楽団、合唱／白石キューブ合唱団

◇託児あり　3歳～小学校低学年

（要予約＝申し込みは5月29日まで）

※平成12年度の「キューブ年間イベント」は、キューブ情報をご覧ください。

『大作曲家と蔭アノ暦遊ぽう』

　オ。ディ§旭ン

　羽田健太郎、すぎやまこういち、

服部克久、三枝成彰など著名な作曲

家たちとピアノを使ったジョイン

ト・コンサート「大作曲家とピアノ

で遊ぼう」に出演する小中学生を募

集します。

●日時　5月21日（日）11：00～

●応募方法　所定の申込用紙に記入

のうえ、郵送またはファックスでご

応募ください。

●締め切り　4月30日（当日消印有効）

●対象　地元の小中学生

●本番・リ八一サル　7月16日（日）

　開場14：30、開演15＝OO

　（リハーサルは11：00～14：00）

※合格者へは6月初旬に郵送にて通

　知します。

※オーディション時曲目など、詳細

　はホワイトキューブ事務室まで。

◆募集中◆
①ホワイトキューブ少年少女合唱団

②イベント鑑賞会会員

情報センター〔アテネ〕 開館時間

水～日曜日9：00～17：00

4月の休館日（毎週月・火曜日）

3・4・10・11・17・18・24・25日

翁22『1500　囲22輯1502

「パソコン講習会』開催のお知らせ

　これまでに引き糸売き、ノマソコン講

習会を開催します。大変好評なため、

お早めにお申し込みください。

●会場　情報センター「アテネ」

　3階・マルチメディアバザー

●対象となる方　白石市内在住者ま

たは市内に通勤、通学している方

（利用者カードをお持ちの方）

●講習会の内容（初心者コース）

　「パソコンにさわったことがない」

「パソコンはあるんだけど、操作の

仕方がわからない」という方に、ア

テネの職員が講習します。料金は無

料です。

●日時　毎週水曜日

　昼コースが14：00～15：30

　夜コースが19：00－20；30

●定員　各コース6名ずつ

●スケジュール

（昼コースと夜コース共通）

第29回

第30回

第31回

第32回

●内容

4月19日と4月26日

5月17日と5月24日

5月31日と6月7日

6月14日と6月21日

第1週目に、初歩的なパソ

コンの使い方、Windows95の基本操

作を学びます。

　第2週目は、インターネットで興

味のあるホームページを見たり、探

したりしてみます。また、電子メー

ル（E－mai1）の使い方も学びます。

●参加方法

　4月15日（土）より予約の受け付け

を開始し、定員になり次第締め切ら

させていただきます。白石市情報セ

ンター1階・事務室へ直接お申し込

みください。利用者カードを確認さ

せていただくため、電話では受け付

けいたしません。忘れずに利用者カ

ードをお持ちください。

　なお、お申し込みの際、どのくら

いパソコンを知っているかをお聞き

します。まったくさわったことがな

くても大丈夫ですので、安心してお

申し込みください。

白石市情報センターのホームページURL

http：／／www，city．shiroishi．miyagijp／

athens／

アテネキッズのホームページURL

http：／／www．city．shiroishi．miyagijp／

athens／kids
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「ALTA　shiroishi」勤労青少年ホーム
●お問い合わせ・お申し込みは・・

開館時問
　　　　　　　宙・圃25－372013＝00～21：00

平成12年度講座受講生、サークル会員募集～4月10日から受付開始1

◆開講講座

O定期講座　日本舞踊、書道、手編

み、着物着付け、染め物、華道池坊、

エァロビクス、料理、華道小原流、

茶道、民謡など

O短期講座　フラワーアレンジメン

ト、トールペイント、パラグライダ

ー
、

カヌー、ワイン講習会、スノー

ボード、ガーデニングなど

◆サークル　手話、フラメンコ、硬

式テニス、英会話、ピンポン、バド

ミントン、映画、写真、バウンドテ

ニスなど

◆イベント　キャンプ、フリーマー

ケット、各種ツアー、パーティーな

どを開催しています。
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☆お申し込み方法☆

　講座、サークルともご来館または

お電話でお申し込みください。

（講座のお申し込みは先着順となり

ますD申込者が少ない場合は開講し

ない場合もあります。）

☆受付時間☆

　13＝00～21：00（日、祝祭日除く）

※詳しくは、広報折り込みチラシを

　ご覧ください。
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冒 スパッシュランドしろいし翻灘612盤播塁水） 古典芸能伝承の館

碧水園
平成12年度各教室のこ案内～4月4日から受付開始！ 4月の休館日　3・10・17・24・30日

宙・圃25－7949

◆湯っくり・湯ったり温泉健康講座

O受講期間　平成12年5月から平成

13年3月（4・8月除く）までの第3

水曜日、計10回（時間10130～14：30）

○定員75名
◆水泳教室

O募集人数　各20名

　月曜日コース（10：30～11：30）

　第1クール4／10～
・火曜日コース（10：30～11：30）

　第1クール4／11～

◆アクァビクス教室

O募集人数　35名

・木曜日コース（10：30～11：30）

　第1クール5／11～

◆エアロビクス教室

○募集人数　15名

・土曜日コース（15：00～16：00）

　第1クール5／6～
※健康講座、各教室（水泳・アクァ

ビクス・エアロビクス）の受付は4

月4日（火）より開始します。受講料

（3，000円：資料代など）を添えて直接

“スパッシュランド”へお申し込みく

ださい。

※健康講座、各教室とも、送迎はシ

ャトルバスをご利用ください。

碧水園茶会

いっぷくのお茶から出会いの春……

●日時　4月16日（日）10100～15：00

●お茶券　400円

講座受講生募集

片倉家中武家屋敷
「1日小関家」

●　　弥治郎こけし村

武家屋敷催事’端午の節句展ノ

●開催期間　4月22日（土）～

　5月5日（金）9：00～17：00

●内容　宮城昭守氏による刀剣の展

示、五月人形の展示、笹巻の実演と

試食〔5月2日（火）10：00～12：00〕

●入場料　通常の武家屋敷観覧料で

ご覧いただけます。

●お問い合わせ先

　社会教育課文化財係　盧22－1343

4月の休村日　5・12・19・26日

宙・圃26－3993

●4月から弥治郎こけし村の入村料

が無料になります。また、休村日が

毎週水曜日（祝祭日の場合は翌平日）

に変更になります。

●弥治郎地区こけし工人展開催

　弥治郎地区の11工人22作品の展示

会を3月27日より開催いたします。

ぜひ、こけし村にお越しください。

☆この機会に始めてみませんか☆

●定員　各講座とも20名

　　（定員になり次第締め切ります）

●募集期間　4月4日～4月13日

　　　　（受付時間は9：00～17＝00）

●実施期間

　平成12年5月～13年3月

Oお茶の基礎講座く月2回予定＞

O横笛講座〈月2回〉

第2・4日曜日
（夜の講座）18：00～20：00

（講師）湯村功先生、山谷和先生

O琴講座（生田流）〈月2回〉

第2水曜日（夜の講座）19：00～21：00

第4金曜日（昼の講座）10100～12：00

（講師）高橋朋美先生

O茶道講座（江戸千家）く月3回＞

水曜日（夜の講座）18＝00～21＝00

（講師）江戸千家宗家若宗匠

　　　伊藤宗圭先生
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輝いています。今のあなた
★

白石市職員を募集します

●採用予定日　平成12年6月1日

●採用予定職種・採用予定人員

【上級（大学卒業程度）】

　保健婦・士　　　1名

●受験資格　昭和43年4月2日から

昭和53年4月1日までに生まれた方

で、保健婦・士の資格を有する方

●試験日時等

（第一次試験）

・試験日　4月30日（日）

・時間10：00～16100

・試験種目　教養・専門・論文試験

（第二次試験）

・試験日　5月中旬

※第二次試験の詳細については、第

一次試験合格者に別途通知します。

●受験手続き　市総務課に用意され

た受験申込用紙を使用し、所要事項

を記入のうえ提出してください。

●申込受付期間・時間

　3月27日（月）～4月14日（木）

　8130～17：00（土、日曜日は除く）

●お問い合わせ先

　総務課人事係　舖22－1331

平成12年度白石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集しま

す。

区分

大学、

短大等

高校

募集人員

10人程度

3人程度

貸付金額

月額25，000円

月額15，000円

＊募集人員は、募集状況により変更

になる場合もあります。

＊日本育英会などの奨学金を受けて

いる方はご遠慮ください。

●申請の手続き　申請用紙（市教育

委員会にあります）に所定の事項を

記入し、学校長の推薦書、成績証明

書、在学証明書を添えて申請してく

ださい。

・提出期間

　4月3日（月）～4月28日（金）

・提出場所

　教育委員会管理課（市役所4階）

●貸付金の償還　貸付期間満了の6

カ月後から月賦均等償還により、貸

し付けを受けた期間の2倍に相当す

る期問内に償還します。（繰り上げ

償還もできます）

●お問い合わせ先

　教育委員会管理課総務係

　宙22－1341

ふれあい看護体験参加者募集

　「看護の日」が制定されて今年で

10周年になります。

　高齢化社会を迎え、知って得する

看護を体験してみませんか？

●日時　5月10日（水）9：30～16：00

●場所　公立刈田綜合病院

●内容　見学と体験

●資格　看護に関心を持つ方

●定員　10名（男女を問わず）
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●主催　宮城県看護協会白石支部

●応募締め切り　4月19日（水）必着

●応募方法　住所、氏名、年齢、職

業、電話番号、服のサイズを明記の

うえ、ハガキでお申し込みください。

●応募・お問い合わせ先

　〒989－0291　白石市大手町2－1

　公立刈田綜合病院婦長室

　盆25－2145　（内線）330

　　　　・頚

㊨繍繊一
5

4

ヤマブキの植樹と

こけし絵付け体験

　みどりの日に緑や木（みずき）に親

しんでみませんか。

●日時　4月29日（土）10：00～13＝00

●場所　弥治郎こけし村

●募集人数　当日先着100名

●参加方法　当日直接こけし村にお

越しください。

●参加費無料

●お問い合わせ先　農林課林務係

　　　　（農林振興センター内）

　面22－1253　　圃22－1258

第3回ぺタンク大会

●日時　5月20日（土）雨天決行

（受付8：00、開会8：30、

　　　　　競技9100～15：00）

●会場　白石川緑地公園

　　　（ソフトボール場）

●参加資格　小学生以上

●主催　白石レクリエーションサークル遊遊

●参加費　1人200円

●定員　80チーム（先着順）

※チームが組めないときは、当方で

調整しますので、お一人でも申し込

みできます。

●競技方法　①ペアーズ戦（男女混

合可）②大会ルールで定める以外は

国際ペタンク連盟のルール適用③13

点先取したチームが勝ち④リーグ・

トーナメント結合形式で行う

●表彰優勝、準優勝、3位（2チ
ーム）を表彰する。

●締め切り　5月12日（金）

●お申し込み・お問い合わせ先

　健康推進課　保科　宙22－1362

杉の子母親クラブ

会員募集中

　杉の子母親クラブは、地域の子供

たちの健全育成を願って活動してい

ます。趣旨に賛同する方ならどなた

でも入れます。男性も大歓迎です。

●お問い合わせ先

　第一児童館　宙25－7070

白石市スポーツ少年団団員募集！

　スポーツ少年団は、スポーツ活動

を通した青少年の健全育成を目的に

全国に設置されています。

　スポーツ活動の練習、各種大会へ

の参加のほか、キャンプや研修、奉

仕活動などに取り組んでいます。

●お問い合わせ先

　白石市スポーツ少年団本部事務局

　（白石市教育委員会内）

　宙22－1343

種
野α

1
2
3
4
5
6
7
8
9

N

10

11

12

13
一
1
4

15

16
一
1
7
一
1
8
一
1
9

20

目

球

剣 道

バレーボール

サ　ッ　カ

柔 道

空　手　道

庭 球

団 名

美滝野球

福岡少年野球クラブ

スポーツ少年団

　　　〃
青麻少年野球クラブ 〃

大平少年野球クラブ 〃

白石少年野球クラブ 〃

白川少年野球クラブ 〃

越河少年野球クラブ 〃

大鷹沢少年野球クラブ 〃

福岡中学校 〃

大槻道場剣道 〃

白石一小サンダーズ 〃

白石二小ウィングス 〃

大平サッカークラブ 〃

白石サッカー 〃

白石柔道 〃

白石空手道 〃

斎川空手道 〃

白川空手道 〃

剛柔会白石 〃

白石ソフトテニス 〃

連絡先（氏名・電話番号）

　　　　26－2242小形慶助
吉野　　昭

護柳青

雄文樫富

佐藤春巳
高橋丈夫
制野光男
島貫盛男
斎藤　　守

大槻　　勉

斎藤　　隆

上西きよ子

半沢正宏
大野正仁
前島盛三
鈴木まり子

梶川幸男
日下廣久

大槻清之
晃橋吉

同

25－1673
25－9301
25－6744
25－6897
27－2355
28－2641
25－9544
26－2061
26－2505
26－2423
25－3523
26－3483
25－1578
25－3552
26－3622
25－5930
27－2108
0224－53－3292

25－2158

全国一斉

ウォークラリー大会

ガールスカウト

宮城第7団スカウト募集

　（財）日本レクリエーション協会で

は、コース図に従って自石城周辺を

4～7km歩き、途中の設問を解き

ながらチームで歩くウォークラリー

を開催します。

●参加申し込み

　1チーム3名～5名とします。

・大会当日、チーム単位で参加申し

　込みを受け付けます。

●その他　参加者全員に各種記念品

を用意、弁当・雨具持参

●お問い合わせ先

　健康推進課　保科　　宙22－1362

　ガールスカウトは人種も宗教も国

籍も問わず、入団を希望する少女を

受け入れています。

　多くの友達と触れ合うことによっ

て自分に自信を持ち、社会理解を深

めて、優しい心と思いやりを育てま

す。子供に多くの体験をさせてみま

せんか。豊かな心は体験から生まれ

ます。

●募集対象　小学1年生～高校生

※同時に指導者であるリーダーにな

る方も募集します。18歳以上の女性

ならば経験は問いません。

●お問い合わせ先

　事務局：鈴木ゆき子　宙25－7701

　リーダー：柴谷亜美（シバタニ）

　　　　　薗26・2640（本木方）

「ほっぷんちょ」受講生募集

～楽しく子育てを学びましょう～

　5月より開講する子育て支援学習

会「ほっぷんちょ」に継続して参加

できる受講生を募集します。

　内容は、子育てについて学ぶ「子

育てセミナー」（託児あり）、親子で

学ぶ「ふれあい教室」（遠足など体

験講座）、親子で楽しむ「ふれあい

ひろば」（親子体操、手遊び、絵本

など）があり、楽しく学びながら交

流を深め、共に育つことを目的にし

ています。臼石へ転入された方、子

育てに悩みのある方、就園前のお子

さんを養育している方、4月26日ま

でお申し込みください。

●場所　中央公民館講座室ほか

●時間10＝00～12：00

　　　（内容により変更あり）

●定員50組
（定員になり次第締め切ります）

●日程（予定）

　5／26、6／8・16・23、7／7・18、8／3・

25、9／8・21、10／4・20、　11／7・16、

12／1・15、1／12・26、2／1・16

●参加費　　無料

（ただし、実費負担体験学習あり）

●お申し込み・お問い合わせ先

　教育委員会社会教育課宙22－1343

ヨーガサークル会員募集

　美容と健康にヨーガをやってみま

せんか！

●目時　毎週月曜日（月4回）

　　　10：00～12：00

●会場　白石市中央公民館

●講師　日本健康協会専任講師

●募集人員　40名

●会費　月額2，000円

●お申し込み・お問い合わせ先

　自石市字東小路113

　渡辺知治　宙25－2225
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4月2日
内科柿崎医院宙25－2210
外科　刈田病院薗25－2145
歯科　三沢歯科クリニック宙25－6483

4月9日
内科亘理医院露25－8501
外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　亘理歯科医院宙26－2563

4月16日

内科　三浦内科クリニック宙25－6854

外科刈田病院面25－2145
歯科　　白石中央歯科医院露24－5554

4月23日

内科広瀬医院薗25－0238
外科　橋本整形外科医院薗25－1616

歯科　吉村歯科医院盧26－2118

4月29日

内科　水野内科クリニック宙25’2736

外科宮城医院盆25・2062
歯科　ごとう歯科医院宙24－2020

4月30日

内科海上医院薗25・1501
外科加藤医院薗26－2653
歯不斗　　石川歯科医院（蔵王町）盆　32－2088

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故ぞ／1潔§早

事故発生件数
死亡者数

負傷者数
物損件数

56｛牛（130｛牛）

1人（　2人）

14人（31人）
46件（106件）

o

27

■人口41，362人（前月比）一1人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　早2q3・8　T21，・54

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
伸3・0402月29日現在

　　月1日から新たに公共下水道を使える

　　　ことになる地域について

　4月1日から公共下水道に接続で

きる区域は、下記表の地域にお住ま

いの皆様です、

　該当する皆様には、受益者負担金

排水設備工事等の説明会開催に関す

る通知を差し上げますので、ぜひご

出席願います。

　すでに公共下水道を使用できる地

域にお住まいの方々で、まだ水洗ト

イレに改造をしていない方は、早い

・」3　冨　　‘　竃器＝・＝’、

時期に下水道に切り替え工事を済ま

せてください。

　なお、工事の依頼は、白石市公認

排水設備等工事業者に直接お申し込

み願います。

　今後とも、公共下水道事業にご理

解とご協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先

　下水道課　宙22－1327

大畑一番の一部、寺屋敷前の一部、堂場前の一部、柳川原の一部、東町三丁

目・四丁目・五丁目・六丁目の一部、緑が丘二丁目の一部、寿山の一部、郡

山字鹿野の一部、郡山字丹波柿の一部、郡山字平成の一部、松ケ丘一丁目の

一部、大平森合字権現の一部、大平森合字鹿ノ前の一部、城南一丁目の一部、

福岡蔵本字下り川二番の一部、福岡蔵本字樋ノロの一部、福岡蔵本字六本松

一番の一部、福岡蔵本字六本松二番の一部、福岡蔵本字西町の一部、福岡長

袋字坂下の一部、福岡長袋字高畑の一部、福岡長袋字鹿ノ前の一部

文
　　　　　　各種開発計画と

　　　化財との関わりの確認願い
春季川干し

現在、市内には約400カ所の埋蔵文

化財包蔵地（遺跡）が確認されてお

ります。

　もし、遺跡内または隣接地におい

て、開発行為（現状変更等、住宅建

築も含む）を計画、実施する際は、

文化財保護法により市教育委員会等

との事前協議などが必要です。

　なお、市内の遺跡地図、台帳等は

市教育委員会に備え付けてあります

ので、開発計画を立案する前にご参

照くださるようお願いいたします。

●お問い合わせ先

　教育委員会社会教育課文化財係

　面22－1343

専　　　社会福祉協議会から

　　　用電話の開通について

　今まで白石市福祉事務所と共有し

ていた電話番号に加えて、社会福祉

協議会直通の電話番号ができました。

電話番号は宙22－5210です。ご利

用ください。

　なお、従来どおり宙22－1400にかけ

ていただいても、社会福祉協議会に

転送することが可能です。

　用水路の維持補修のための川干し

を行いますので、火の元に十分ご注

意ください。また、各ご家庭の周囲

の側溝や占用箇所の土砂上げなどに

ついて、ご協力お願いいたします。

●実施区域

　自石土地改良区管轄用水路全域

●実施期間

　4月7日（金）17＝OO

　～4月10日（月）17二〇〇

　（4日間夜問を含む）

●お問い合わせ先

　建設課道路管理係　薗22－1326

私　　　道等の整備の

　　　助成制度について

　私道の整備（舗装など）に必要な

工事費について、75％以内で助成し

ます。

●該当する道路

・幅員4m以上、延長35m以上。

・一端が市道等に接していること。

・私道等に5世帯以上が面している

　こと。

●お問い合わせ先

　建設課道路管理係　宙22－1326

白
　　石スキー場マスコットの名前は

　　　「ユウユウ」「ノンノン」

　白石スキー場を運営するN　P　O法

人「不忘アザレア」が、昨年夏から

募集していたスキー場のマスコット

の名前が決まりました。

　応募総数308点の中から最優秀作

品に選ばれたのは、市内旭町にお住
　　しもまいの下　葉子さんの作品「ユウユ

ウ・ノンノン」です。たくさんのご

応募ありがとうございました。

※「ユウユウ」は遊べる㍗、「ノン

ノン」は‘のんびり’ということか

ら名付けられました。

隊酋繋の副‘どうだんの練少蒲i鋸綱

　N　P　O法人不忘アザレアでは、開

園を間近に控えた水芭蕉の森の清掃

活動を実施いたしますので、会員の

皆様の参加をお願いします。

●日時　4月2日（日）10100～

　当日市役所前よりバスを運行しま

す。（9：00出発）

●集合場所　水芭蕉の森駐車場

　なお、清掃活動終了後、白石スキ

ー場において昼食（実費負担〉をと

り、今期スキー場の運営状況などに

ついての報告会を開催します。

●お問い舎わせ先

　白石スキー場　面24－8111

国技館の土髄目指せ里 舞を

　「第4回わんぱく相撲仙南場所」

が6月25日に蔵王町宮小学校で開催

されます。そこで、仙南場所で優勝

を目指し、国技館の土俵を目指すわ

んぱく力士のため「わんぱく相撲教

室」を開催します。

●主催　（社）白石青年会議所

●対象　仙台市以南の各市・町に在

住または在学する小学3～6年生男

子（平成12年4月現在）

陸　　上自衛隊
　　船岡駐屯地から

◎第2撮団創隊記念行事
●日時　4月23日（日）10＝30～

●内容　観閲式・訓練展示・装備品

展示・試乗ほか

◎さく‘5農つり

●期間・時間（予定）

　4月14日（金）～23日（日）

　9；00～21＝00

※記念行事、さくらまつりとも、ど

なたでも入れます。

●お問い合わせ先

　船岡駐屯地司令職務室

　宙0224－55－2301（内線）211・212

　　　　　詞
●開催日時・場所

　4月18日（火）16：00～17：30

　蔵王町立宮小学校体育館

　5月13日（土）11：00～12＝30

　白石市立大鷹沢小学校体育館

●お問い合わせ先

　（社）白石青年会議所　面24－4555

　（月～金の10：00～15：00）

老　　　人福祉センター

　　　「行雲荘」のこ案内

健康増進に超音波循環風呂で全身

マッサージを試してみませんか？

市内居住で60歳以上の方は、入浴、

休憩が無料で利用できます。

●利用時間　10：00～16：00

●休館日　毎週月曜日と祝祭日の翌

日、年末年始（12月28日～1月4日）

　　★趣媒の会のお知1‘5せ★

　ダンス・生け花・詩吟・カラオケ・

囲碁・舞踊の各教室があります。

※どなたでも入会できます。

●お問い合わせ先　薗25－3660

　臼石市老人福祉センター

お　　　紙上から
　　礼申し上げます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄付をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

杉の子母親クラブ会長　佐々木とし

子氏、日下忠二氏、鈴木一郎氏

緊急再就職促進訓練

　現在求職活動をしている離職者の

方に対し、再就職に必要な職業能力

の開発を行うため、民間教育訓練機

関に委託し訓練を実施しています。

受講に当たっては、受講料・入学金

は一切無料です。

　平成12年4月開設コースは、ホーム

ヘルパー（2級）養成科、建築C　A　D

科、情報マネジメント科、OAインス

トラクター科、宅地建物取引主任者科

など7コースで実施する予定です。

　受講希望の場合、毎週月、水、金

（10＝00～）仙台森ビル5階の雇用・

能力開発機構宮城センター「職業能

力開発推進室」（宙022－292－2753）で

説明会を開催しておりますので、ご

自由に参加ください。

由し、鳥垂刷更はがきを

Fヨ配布します
　4月20日より、身体障害者の福祉

に対する国民の理解と認識をさらに

深めることを目的として、「青い鳥

郵便はがき」を発行します。

　このはがきは、1級または2級の

身体障害者（手帳を確認させていた

だきます）の方へ、お一人につき20

枚を無料で差し上げます。

　また、一般の方にも販売していま

すので、ぜひご利用ください。

●受付期問

　4月3日（月）～5月31日（水）

●お申し込み方法　郵便局備え付け

の所定の用紙にてお申し込みくださ

い。（代理人による申し込み可）

●お問い合わせ先

　白石郵便局郵便課　宙25－2743
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昨年5月から開催している子育て支援学習会「ほっぷんちょ」で、親子ふれ

あい相談員として活躍しているのは佐々木とし子さんと武田干佳子さんです。

‘ほっぷんちポでは、0歳から4歳ぐらいまでの子供とお母さんやおばあち

ゃんなどを対象に、育児に役立つ話を聞く「子育てセミナー」や、子供と一緒

に楽しめる「ふれあいひろば」、「ふれあい教室」が中央公民館で月2回開かれ

ています。また、昨年8月にいきいきプラザで開催された「おもちゃの病院」

も、‘ほっぷんちょ’のお母さん方のアイデアから生まれたものです。

相談員の仕事は？「子育てに関する相談のほか、親と子が心のふれあいを深

められるような活動を企画したり、参加者相互の情報交換や仲間づくりのお手

伝いをしています。お母さん方と気軽に

友達になり、一緒に楽しみながらやって

います。そういう意味では、一般的な相

談員とは違っていますね。」

抱負をどうぞ！「お母さんが元気だと

子供も元気になるんです。だから、お母

さんたちに“子育てって楽しいよね”と

分かってもらえるような広場にしていき

たいです。一人で悩まないで‘ほっぷん

ちょ’に来てください。きっとホッとで

きると思います。」

※‘ほっぷんちどに関するお問い合わ

　せは、社会教育課盧22－1343まで。
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9：30～15：00

9：00～16：00
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8：30～16二〇〇

第2会議室　⑳2

第2会議室　⑲2
第2会議室　⑳2

第2会議室　④2
生活環境課内　⑲1

第2会議室　⑲3
いきいきプラザ

東側和室　　　④1

第4会議室　⑲4
第3会議室　④3
青少年相談センター④4

農林振興センター

総合福祉センター

総合福祉センター

（福岡蔵本）

武吉さん、良子さんご夫婦の長女

ママか『麟とこと

やさしさを忘れないように！
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4月は国民健康保険税（1期）の納期月です。
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